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春の訪れを告げる「田植え」
３月11日（金）、福島地区・下田口にある瀬治山満弘さんの田んぼで、田植えが行われました。
この日植えられた苗は７月中旬に収穫される予定。瀬治山さんは「今年の気候は豊作が期待できそう」と予想していました。

THE SLOW FOOD／ミニトマト	 THE SLOW LIFE ／ 上垣笑子さん
くしまをあそぼう／春の都井岬巡り	 なるほど！医療講座／Ｃ型慢性肝炎の最新の治療
学校へ行こう／北方中学校	 	 交流員レポート／地震×２

平成 23 年度予算
◎Ｐ４−５　第２特集

平成 23 年度 施政方針
◎Ｐ２−３　第１特集



平成23年度

施政方針
Renaissance of  Kushima City

※今回掲載した平成23年度串間市施政方針は抜粋です。全文は、市の公式ホームページ（http://www.city.kushima.lg.jp/）でご覧になれます。

都井岬の御崎馬

我
が
国
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
の
経
済
危
機
を
克
服
で

き
た
と
の
見
方
が
一
部
に
は
あ
る
も

の
の
、
そ
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
完
全
に

脱
却
し
た
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
特
に
、
地
方
に

お
い
て
は
未
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
、
宮
崎
県
に
お
い
て
は
口

蹄
疫
の
被
害
が
追
い
打
ち
を
か
け
、

さ
ら
に
難
し
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た

が
、
わ
た
し
が
市
長
に
就
任
後
、
議

会
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、

直
ち
に
そ
の
対
応
に
当
た
っ
た
こ
と

で
一
定
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
年
に
入
り
ま
し
て
も
、
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳

の
噴
火
な
ど
、
ま
た
し
て
も
自
然
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
た
時

こ
そ
、
行
政
の
素
早
い
対
応
と
積
極

的
な
姿
勢
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に

市
民
活
動
が
し
っ
か
り
と
連
動
す
る

こ
と
で
、
ど
ん
な
障
壁
を
も
乗
り
越

え
ら
れ
る
大
き
な
力
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
わ
た
し
は
そ
の
先
導
役

と
し
て
、
自
ら
の
経
験
や
人
脈
な
ど
、

持
て
る
力
の
全
て
を
発
揮
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
新
た
な
国
の
施
策
な
ど
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
平

成
22
年
度
１
月
補
正
予
算
と
平
成
23

年
度
当
初
予
算
を
一
体
と
し
て
切
れ

目
な
く
執
行
で
き
る
よ
う
、
限
ら
れ

た
財
源
の
効
果
的
な
配
分
に
努
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

施
策
の
方
針
と
し
て
は
「
第
五
次

串
間
市
長
期
総
合
計
画
（
案
）」
の

将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
「
豊
か
な
自
然
と
と
も
に　

生
き

る
喜
び
に
あ
ふ
れ
る　

協
働
と
交
流

の
ま
ち　

串
間
」
を
実
現
す
る
た
め

「
参
画
と
協
働
」「
健
康
と
快
適
」「
活

力
と
人
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

わ
た
し
は
、
そ
こ
に
近
づ
く
初
め
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
強
く
意
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
自
治
体
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
「
受
身
の
姿
勢
」
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
は
自
ら
財
源
を
生
み
出
す
力
、

獲
得
す
る
力
を
持
っ
た
能
動
型
自
治

体
へ
と
転
換
し
、
地
方
か
ら
の
輝
き
、

存
在
感
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
特
に
第
１
次
産
業

の
将
来
を
見
据
え
た
基
礎
的
な
調

査
・
分
析
、
ま
た
、
交
流
人
口
を
増

加
さ
せ
る
た
め
の
ソ
フ
ト
開
発
と
施

設
整
備
を
戦
略
的
に
連
動
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
以
前
は
議
会
・

行
政
の
両
輪
と
い
う
表
現
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
、
そ
こ

に
市
民
活
動
を
加
え
た
、
い
わ
ゆ

る
「
三
本
の
矢
」
が
同
じ
志
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
決
し
て
ぶ
れ
な
い
強

い
推
進
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
大
切

で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
い

つ
ま
で
も
」
の
理
念
に
基
づ
い
た
生

涯
学
習
活
動
の
活
性
化
、
地
域
文
化

の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

小
中
高
一
貫
教
育
を
再
検
証
し
な
が

ら
、一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
目
標
４
「
産
業
振
興
分
野
」

で
は
、
新
た
に
「
農
林
水
産
業
後
継

者
育
成
事
業
」「
新
地
域
農
業
振
興

調
査
研
究
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
作
物
の
導
入
・
６
次
産

業
化
へ
の
取
り
組
み
・
流
通
ル
ー
ト

の
開
拓
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
産

業
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
人
材

育
成
や
各
種
の
調
査
研
究
に
着
手
し
、

農
家
経
営
の
安
定
、
雇
用
の
創
出
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
家
畜
伝
染
病
緊
急
対

策
事
業
」
を
拡
充
し
、
緊
急
時
に
備

え
た
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
危

機
管
理
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
「
ス
ポ
ー
ツ
＆
カ
ル
チ
ャ
ー

ラ
ン
ド
串
間
推
進
事
業
」
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、「
総
合
運
動
公
園
整

備
事
業
」
に
よ
る
屋
内
運
動
場
の
人

工
芝
化
に
よ
り
、
合
宿
・
大
会
な
ど

の
誘
致
を
さ
ら
に
進
め
、
交
流
人
口

の
増
加
に
よ
る
市
内
経
済
へ
の
波
及

効
果
に
結
び
付
け
て
い
く
考
え
で
す
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
高
鍋
町
と
の
交

流
活
動
を
事
業
化
し
、
高
鍋
町
と
本

市
が
相
互
に
発
展
し
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
串
間
商
工
会

議
所
に
委
託
を
行
い
「
岬
の
駅
・
都

井
岬
」
と
し
て
施
設
の
一
部
を
有
効

活
用
し
、
本
市
観
光
の
核
で
あ
る
都

井
岬
の
に
ぎ
わ
い
を
低
下
さ
せ
な
い

た
め
の
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
ス
ポ
ン
サ
ー
探
し
に
も
鋭
意

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
を
十
分
に
踏
ま
え
た
う

え
で
、
平
成
23
年
度
に
つ
い
て
も
、

「
岬
の
駅
」
の
運
営
を
継
続
し
な
が

ら
、
関
係
者
・
関
係
機
関
と
も
十
分

協
議
し
、
今
後
の
方
向
性
や
打
開
策

を
見
極
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
目
標
５
「
生
活
基
盤
分
野
」

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
進
め
て
い

ま
す
「
市
道
整
備
事
業
」
の
着
実
な

実
施
、
測
量
設
計
を
終
え
本
体
工
事

に
取
り
掛
か
る
「
公
営
住
宅
整
備
事

業
」
に
加
え
、
新
た
に
「
飲
料
水
を

供
給
す
る
施
設
設
置
事
業
」「
居
住

環
境
整
備
事
業
」
な
ど
、
住
空
間
・

生
活
環
境
の
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
き
め
細
か
な
対
策
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
「
串
間
駅
西
部

都
市
計
画
事
業
」
に
よ
り
中
心
市
街

地
の
再
開
発
・
活
性
化
に
つ
い
て
の

調
査
活
動
を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
組
織
率
の
向
上
と
組
織
強

化
、
各
種
訓
練
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
目

指
す
と
と
も
に
、
近
年
、
複
雑
多
様

化
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、「
緊

急
通
信
受
付
指
令
設
備
整
備
事
業
」

に
よ
り
、
初
動
を
含
め
、
消
防
・
救

急
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に「
消
防
職
員
高
度
研
修
事
業
」

を
事
業
化
す
る
こ
と
で
、
防
災
・
危

機
管
理
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
消

防
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
展

さ
せ
ま
す
。

　

基
本
目
標
６
「
環
境
保
全
分
野
」

で
は
串
間
市
公
共
下
水
道
整
備
事
業
、

東
区
高
度
浄
水
施
設
整
備
事
業
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
理
解

と
協
力
の
も
と
進
め
る
公
園
・
緑
地

な
ど
の
整
備
、
適
正
か
つ
有
効
な
水

辺
の
保
全
、
周
知
啓
発
に
努
め
な
が

ら
全
市
民
で
取
り
組
む
環
境
保
全
や

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
な
ど
、
引
き
続
き

自
然
環
境
や
生
活
環
境
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
一
年
を
初
心
に
立
ち

返
り
、
ど
の
よ
う
な
困
難
に
も
果
敢

に
挑
む
こ
と
を
決
意
し
て
お
り
、
ま

た
一
方
で
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
た
賢

明
な
判
断
と
決
断
力
を
も
っ
て
市
勢

の
発
展
を
力
強
く
牽
引
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。
し
か
し
、
冒
頭
に
も
述
べ

ま
し
た
よ
う
に
今
日
、
社
会
・
経
済

情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
本

市
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
層
厳
し
い

局
面
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
議
会
並

び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

昨
年
プ
ロ
野
球
日
本
一
の
偉
業
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
の
西
村
監
督
が
掲
げ
る
「
和
」

の
精
神
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
組
織
や
市
職
員
に
限
ら
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
が
既
存
の
仕
組
み
や
関
係
性

の
再
点
検
を
行
い
、
情
報
の
共
有
を

進
め
、
目
標
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

す
。
何
事
も
時
機
を
逸
し
て
し
ま
え

ば
十
分
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
情
報
収

集
力
を
向
上
さ
せ
、
特
に
行
政
内
部

に
お
け
る
質
の
高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
と
有
効
活
用
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
を
施
政
の
基
本
的
な
方
針
・
考
え

方
と
し
て
、
行
政
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
も
深
く
ご
理
解
、

ご
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
目
指
す
頂

に
向
け
飛
躍
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

続
い
て
施
策
の
展
開
と
し
ま
し
て
、

は
じ
め
に
、
第
五
次
串
間
市
長
期
総

合
計
画
の
基
本
目
標
１
と
し
て
設
け

て
い
ま
す
「
市
民
協
働
・
行
政
経
営

分
野
」
に
お
い
て
は
、
新
た
に
「
市

民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
今
後
、

そ
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る「
協
働
」

に
つ
い
て
の
意
識
の
向
上
や
協
働
推

進
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
着
手
し
ま

す
。
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
大
課
制

の
検
証
を
踏
ま
え
、
必
要
か
つ
合
理

的
な
組
織
の
見
直
し
を
行
う
考
え
で

す
。
ま
た
「
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
」
に
よ
り
、
行
政
内
部

の
基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
の
全
面
的

な
更
新
・
再
構
築
を
実
施
し
、
業
務

の
効
率
化
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
各
分
野
の
事
業
を
効
率
的

か
つ
効
果
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め

に
は
、
行
政
改
革
の
推
進
が
不
可
欠

の
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
「
自
立
推
進
行
政
改

革
プ
ラ
ン
実
施
計
画
」
を
実
行
し
て

い
く
と
と
も
に
、
職
員
の
意
識
改
革

お
よ
び
資
質
向
上
に
努
め
、
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
改

革
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
目
標
２
「
保
健
・
医
療
・
福

祉
分
野
」
で
は
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
に
加
え
、「
養
育
支
援

訪
問
事
業
」
を
新
た
に
事
業
化
す
る

と
と
も
に
、「
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
」

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
を
拡

充
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
子

育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
医
師
の
確
保
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

基
本
目
標
３
「
教
育
・
文
化
分
野
」

で
は
「
公
民
館
講
座
開
設
事
業
」
の

拡
充
に
よ
り
、
住
民
が
参
加
で
き
る

機
会
を
市
内
全
域
で
拡
充
し
「
い
つ

（抜粋）
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民生費民生費 

37億1,455万円 
(32.8%)

37億1,455万円 
(32.8%)

公債費

14億5,110万1千円
(12.8%)

総務費

13億9,487万5千円
(12.3%)

衛生費
11億4,999万

4千円
(10.1%)

公債費

14億5,110万1千円
(12.8%)

総務費

13億9,487万5千円
(12.3%)

衛生費
11億4,999万

4千円
(10.1%)

 歳出（目的別）
113億4,309万2千円

教育費 

6億4,919万2千円
(5.7%)

農林水産業費 

9億5,655万9千円(8.4%)
土木費 

7億6,230万2千円
(6.7%)

消防費

5億5,721万8千円
(4.9%)

議会費 

3億2,825万1千円
(2.9%)

商工費 

2億1,033万2千円
(1.9%)

災害復旧費 
1億6.371万8千円
(1.4%)

予備費 500万円(0.1%)

地方交付税
市税

県支出金
国庫支出金

市債 

自主財源
22億1,467万2千円

(19.5%)

依存財源
91億2,842万円
(80.5%)

地方交付税

49億6,000万円
（43.7%）
49億6,000万円
（43.7%）

歳　入
113億4,309万2千円

市税
15億7,101万2千円
（13.8%）

15億7,101万2千円
（13.8%）

12億7,661万9千円
（11.3%）

12億7,661万9千円
（11.3%）

県支出金
国庫支出金

13億3,493万1千円
（11.8%）

13億3,493万1千円
（11.8%）

市債 
11億3,178万円
(10.0%)

11億3,178万円
(10.0%)

繰入金 1億7,943万円(1.6%)

財産収入等 744万6千円(0.1%)

地方消費税交付金 1億8,250万円(1.6%)

地方譲与税 1億5,580万円(1.4%)

諸収入 1億8,881万2千円(1.7%)

使用料及び手数料 

1億2,624万8千円(1.1%)分担金及び負担金 

1億4,172万4千円(1.2%)

その他 8,679万円(0.7%)

自主財源
22億1,467万2千円

(19.5%)

依存財源
91億2,842万円
(80.5%)

一般会計歳入予算一般会計歳出予算

●歳出
民 　 生 　 費 公 　 債 　 費

65,880円
(68,296)

総 　 務 　 費
68,536円
(63,729)

衛 　 生 　 費
54,314円
(50,188)

土 　 木 　 費
45,178円
(23,713)

農 林 水 産 業 費
30,661円
(21,758)

商 　 工 　 費
26,317円

(9,299)

議 　 会 　 費
9,934円
(7,847)

災 害 復 旧 費
7,733円
(7,424)

予 　 備 　 費
236円
(232) 

依存財源
80.5%

自主財源
19.5%

175,438円
（162,010)

消 　 防 　 費
15,503円
(17,508)

教 　 育 　 費
36,004円
(34,737)

その他経費

義務的経費

人件費
21億5,098万7千円（19.0%）

41億
5,576万
1千円
（36.6%）

公債費
13億
9,487万
5千円
(12.3%)

扶助費
21億
3,146万
7千円
(18.8%)

人件費
21億5,098万7千円（19.0%）

繰出金
13億213万9千円

(11.5%)

繰出金
13億213万9千円

(11.5%)

予備費 500万円(0.1%)

積立金 7,820万円(0.6%)

貸付金
1億1,742万円
(1.0%)

投資及び出資金
1億3,250万円
(1.2%)

維持補修費
1億1,995万2千円
(1.1%)

災害復旧事業費
1億6,369万2千円(1.4%)

その他経費
41億
5,576万
1千円
（36.6%）

物件費
17億7,348万8千円

(15.6%)

物件費
17億7,348万8千円

(15.6%)

補助費等
6億2,716万2千円
(5.5%)

普通建設事業費
13億4,631万円
(11.9%)

普通建設事業費
13億4,631万円
(11.9%)

公債費
13億
9,487万
5千円
(12.3%)

投資的経費
15億1,000万2千円
（13.3%）

投資的経費
15億1,000万2千円
（13.3%）

扶助費
21億
3,146万
7千円
(18.8%)

義務的経費

56億7,732万9千円（50.1%）56億7,732万9千円（50.1%）

 歳出（性質別）
113億4,309万2千円

平成23年度当初予算の新規事業

平成23年度当初予算の内訳（会計別）

（単位：千円，％、△は減）

一般会計
国民健康保険特別会計（事業勘定）
老人保健特別会計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計
物品特別会計
介護保険特別会計（事業勘定）
介護保険特別会計（サービス事業勘定）
市木診療所特別会計
病院事業会計
水道事業会計

合　　　計

会計名
11,343,092

3,552,265

−

622,574

188,649

32,196

202,096

3,055

69,857

2,444,312

27,222

59,088

2,011,623

790,686

21,347,923

平成23年度
12.8

2.7

皆減

△ 0.3

12.1

1.7

58.2

11.4

△ 41.2

9.1

10.7

△ 8.1

1.7

7.2

8.7

伸率
10,055,000

3,458,432

9,734

624,399

168,342

31,669

127,749

2,743

118,830

2,239,458

24,584

64,326

1,977,896

737,388

19,640,550

平成22年度

※ 構成比については四捨五入のため、内訳と合計が一致しない場合があります。

１．一般会計

①串間高鍋交流事業……………………………… 100千円
姉妹都市である高鍋町との交流経費。

②総合行政情報システム構築事業… ……… 172,000千円
これまでのシステムを統合して集中管理するとともに、操作性・機能

性の向上とシステムの最適化を進め、住民サービスの向上を図る。

③小規模飲料水供給整備事業………………… 1,000千円
公衆衛生の向上と市民生活改善のため、飲料水を供給する施設設置

に要する経費の一部を助成する。

④障害福祉計画作成事業……………………… 2,797千円
第二期障害福祉計画の内容を見直し、障がい者などのニーズにより

対応した障害福祉サービスを提供するため、第三期障害福祉計画を

策定する。

⑤養育支援訪問事業…………………………… 1,812千円
養育支援が特に必要であると判断した家庭に対し、保健師、助産師、

保育士などがその居宅を訪問し、養育に関する指導、助言などを行

うことにより、当該家庭の適切な養育の実施を確保する。

⑥母子・寡婦家庭自立支援給付金事業………… 1,692千円
母子家庭の母が就職に有利な資格を取得するために、就学している

間、高等技能訓練促進費を支給し、生活の軽減を図る。

⑦公立保育所運営委託事業………………… 54,061千円
北方保育所の民間委託に係る経費

⑧大腸がん検診推進事業……………………… 1,089千円
特定の年齢に達した対象者（40歳、45歳、50歳、55歳、60歳）に

対する大腸がん検診を実施するための経費

⑨新地域農業振興調査研究事業………………… 401千円
�第６次産業に向けた調査研究経費

⑩農林水産業後継者育成事業…………………… 500千円
農林水産業後継者が就農前の国内外での長期研修に要する費用を

助成する。

⑪農業者戸別所得補償制度推進事業………… 8,356千円
農業者戸別所得補償制度における迅速かつ適切な普及・推進を図る。

⑫県単土地改良事業…………………………… 5,501千円
農業用施設（排水路およびため池）の整備を行い、営農労力の削減

と生産性の向上を図る。港地区（排水工）、初田地区（ため池）。

⑬自然災害防止治山事業……………………… 7,000千円
台風、豪雨などにより被災した人家裏の山林を復旧する経費。毛久

保地区、屋治地区。

⑭種子島周辺漁業対策事業………………… 97,856千円
養殖業者の経営安定と雇用の場を確保するため、串間市漁業協同組

合に対して、養殖いけすの係留施設を整備する費用の一部を助成す

る。

⑮居住環境整備事業…………………………… 5,000千円
地区道の通行の安全性・快適性を確保し、市民の生活環境の改善を

図るため、排水溝、路面の維持補修を行う。南今町地区、園田地区。

⑯市道整備事業……………………………… 73,900千円
市道　揚原古大内線、屋治金谷線、天神高校前線、上小路通線、

海北１号線。

⑰急傾斜地崩壊防止対策事業……………… 20,020千円
串間市地域防災計画書に位置付けられた急傾斜地の崩壊防止対策

事業を実施することにより、市民の生命、財産及び公共施設の保全、

安全性の向上が図られる。河内山地区、東塩町地区。

⑱串間駅西部都市計画事業…………………… 5,077千円
串間駅から本町地区のＪＲガード下までの串間駅西部地区について、

国道220号線の歩道整備を基幹としながら、区画整理事業を含めた

市街地整備都市計画事業を検討するため、資金計画などの事業計

画調査を実施する。また、国道220号線を含む都市計画道路・道路

網を見直すための調査を実施する。

⑲緊急通信受付指令設備整備事業………… 24,323千円
串間市管轄内において、災害などが発生し119番通報の受信から出

動までの迅速かつ的確に処理を行い、被害の軽減、救命率の向上

を図るため、システムの整備を行う。

《一般会計　新規事業　計》
19件　482,485千円

・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業（平成20〜22年度）………………………………… 総事業費	 54,557千円

・優良繁殖雌牛更新緊急支援事業　（平成21〜22年度）… ……………………………………………… 総事業費	 22,000千円

・都井地区活性化事業　（平成20〜22年度）… ……………………………………………………………… 総事業費	 13,639千円

■平成22年度に終了した主な事業　※平成22年度の事業費については決算見込額

■自主財源と依存財源
●自主財源
　22億1,467万2千円
　19.5％
自主財源は地方税や使用料、手数料な
どのように地方公共団体自らの意思に
基づいて徴収するものをいいます。
この財源が多いほど財源の健全性・安
全性が確保されます。

●依存財源
　91億2,842万円
　80.5％
依存財源は国庫支出金、県支出金のよ
うに国や県の意思決定で地方公共団体
に交付されるものです。

535,734円
平成23年度予算を1人当たりにすると

平成22年度は1人当たり466,741円
下の図は予算科目ごとの1人当たりの予算

【 平成23年3月1日現在人口21,173人】＊（　）内は平成22年度

The  budget  for  fiscal  2011
当初予算当初予算
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THE SLOW LIFE

生活
の名人

THE SLOW FOOD

Pansy

小
さ
く
か
わ
い
ら
し
い
花
び
ら
が
組
み
合
わ

さ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
る
パ
ン

ジ
ー
。
福
島
地
区
・
上
町
に
お
住
い
の
上
垣
笑
子

さ
ん
の
庭
に
は
、
交
配
し
て
で
き
た
パ
ン
ジ
ー
が

い
く
つ
も
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

上
垣
さ
ん
が
パ
ン
ジ
ー
の
交
配
を
始
め
た
の
は

３
年
前
。
も
と
も
と
花
が
好
き
で
し
た
が
、
パ
ン

ジ
ー
の
交
配
を
知
り
、
自
分
好
み
の
花
を
咲
か
せ

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

パ
ン
ジ
ー
の
交
配
は
ま
ず
、
作
り
た
い
花
の
イ

メ
ー
ジ
に
合
う
親
花
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
始
め
に
花
び
ら
の
形
や
色
、
数
な
ど
の
条
件

に
合
う
花
を
選
び
受
粉
さ
せ
、
そ
の
後
で
き
る
種

か
ら
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
も
っ
と
も

良
い
花
を
選
抜
し
、
次
の
世
代
の
種
を
作
る
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
花
を
咲
か
せ
る

に
は
最
低
３
年
か
か
り
ま
す
。

　
「
狙
い
通
り
の
花
は
な
か
な
か
咲
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
思
い
が
け
な
い
色
や
形
を
し
た
花
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
出
会
い
に
感
動
し
ま
す
ね
」

と
話
す
上
垣
さ
ん
。「
今
ま
で
は
八
重
咲
き
の
パ

ン
ジ
ー
を
育
て
る
こ
と
が
目
標
で
し
た
。
今
年
初

め
て
八
重
咲
き
の
パ
ン
ジ
ー
が
で
き
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
こ
の
花
を
も
っ
と
育
て
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

花との出会いは一期一会。
一つひとつの花が違う感動を与えてくれます。

花粉をめしべにつける作業中。イメージに合う花の組み合わせを考えながら受粉させていきます。

【
ミ
ニ
ト
マ
ト
】

ず
…
」。
し
か
し
、
失
敗
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
い

ろ
ん
な
こ
と
が
分
か
り
だ
し
、Ｊ
Ａ
や
農
家
の
方
々

の
指
導
も
あ
っ
て
現
在
に
至
り
ま
し
た
。

　

目
標
は
「
色
つ
や
良
く
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
作

る
こ
と
」。
ハ
ウ
ス
の
温
度
や
水
・
肥
料
な
ど
を
し
っ

か
り
管
理
す
る
こ
と
で
、
ト
マ
ト
の
割
れ
を
防
ぎ
、

味
を
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
が
、

「
毎
年
気
候
が
違
う
し
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は

い
か
な
い
で
す
。
勉
強
す
る
こ
と
は
多
い
で
す
ね
」

と
話
す
朱
美
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
目
標
と
す
る
ト

マ
ト
作
り
に
、
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
生
の
ま
ま
サ
ラ
ダ
な
ど
で
食
べ
て
も
お

い
し
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
。
今
回
は
朱
美
さ
ん
に
教
え

て
も
ら
っ
た
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
に
挑
戦
し
て
み
ま
す
。

皆
さ
ん
も
い
ろ
ん
な
食
べ
方
で
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

朱あ
け

美み

さ
ん

ご
自
慢
の

濃
い
赤
色
に
つ
や
め
く
ミ
ニ
ト
マ
ト
。
見
る

か
ら
に
お
い
し
そ
う
な
こ
の
ト
マ
ト
を
ハ

ウ
ス
栽
培
し
て
い
る
の
は
、
福
島
地
区
・
高
松
の

野
口
朱
美
さ
ん
（
45
歳
）。

　

朱
美
さ
ん
が
栽
培
す
る
の
は
「
千ち

果か

」
と
い
う

品
種
。
朱
美
さ
ん
に
よ
る
と
こ
の
千
果
は
、「
赤

み
が
濃
く
て
つ
や
も
い
い
。
そ
れ
に
濃
い
甘
み
と
、

ほ
ど
よ
い
酸
味
が
あ
る
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
で
す

よ
」
と
の
こ
と
。
実
際
食
べ
て
み
る
と
、
朱
美
さ

ん
の
言
う
と
お
り
の
甘
み
と
酸
味
、
し
っ
か
り
と

し
た
ト
マ
ト
の
お
い
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

朱
美
さ
ん
が
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
た
の
は

16
年
ほ
ど
前
。
そ
れ
ま
で
農
業
の
経
験
は
無
く
、

手
探
り
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
。「
始
め
た
こ
ろ
は
何

も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
に
聞
け
ば
い
い
ん

だ
ろ
う
け
ど
、
何
を
聞
け
ば
い
い
の
か
も
分
か
ら

◎材料
-----------------------------------------------
・ミニトマト……………… 500g
・タマネギ……………… １／８個
・ニンニク…………………… １片
・コンソメスープの素……… １個
・塩･コショウ… …………… 適量
・バジル（市販のもの）…… 適量

◎作り方
-----------------------------------------------
① �ミニトマトのへたを取り粗く刻
む。

② �タマネギを細かく刻む
③ �①と②をミキサーにかけてこす。
④ �③を鍋に入れ、すりおろしたニ
ンニク、バジル、固形スープの
素を加え煮詰める。

⑤�とろみがついてきたら塩・コショ
ウで味を整えて完成。

トマトソース
ピザやピザ風トーストのソース
に、またパスタソースにも使えま
す。

地
産

地
消

ナス科ナス属の植物。多年生植物で果実は食用とし
て利用される。緑黄色野菜の一種である。

[ トマト ]

上
う え

垣
が き

 笑
え み

子
こ

さん／（59歳）
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地
域
に
根
差
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

　

２
月
24
日
、
串
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

設
立
総
会
と
記
念
式
典
が
中
村
荘
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
２
年
前
か
ら
設
立
の
た
め

の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
平
成
23
年
度
か
ら

本
格
的
に
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
キ
ッ
ズ
・
サ
ッ
カ
ー
や
フ

ラ
イ
ン
グ
・
デ
ィ
ス
ク
な
ど
今
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
計
画
が
提
案
さ
れ
、
今
後
種

目
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
目
標
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

代
表
の
金
川
敏
洋
さ
ん
は
あ
い
さ
つ
の

中
で
、「
地
域
の
世
代
間
交
流
や
青
少
年

の
健
全
育
成
な
ど
を
目
標
に
、
地
域
に
根

差
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

まちの話題

The topic of the town

串
間
唯
一
の
福
島
高
校

存
続
に
向
け
結
束

　

３
月
３
日
、
中
央
公
民
館
に
て
福
島
高

校
を
育
て
る
市
民
の
会
の
設
立
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

串
間
市
唯
一
の
県
立
高
校
で
あ
る
福
島

高
校
の
存
続
の
た
め
、
市
役
所
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
Ｊ
Ａ
、
漁
協
な
ど
31
団
体
が
参
加
。
連

携
し
て
高
校
存
続
の
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
福
島
高
校

の
有
枝
定
幸
校
長
は
「
現
在
、
市
内
か

ら
の
入
学
者
は
全
体
の
５
割
。
存
続
の
た

め
に
は
市
内
か
ら
７
割
の
入
学
が
必
要
で

す
。
進
学
、
就
職
両
方
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
、
充
実
し
た
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
福
島
高
校
へ
入
学

し
て
く
だ
さ
い
」
と
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

自
衛
隊
新
入
隊
者
へ
贈
る

激
励
の
言
葉

　

３
月
２
日
、
市
役
所
で
、
自
衛
隊
新
入

隊
者
激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
激
励

会
で
は
、
野
辺
市
長
が
「
自
衛
隊
は
国
を

守
る
と
い
う
役
割
の
ほ
か
、
災
害
時
に
国

民
生
活
を
守
る
重
要
な
仕
事
で
す
。
皆
さ

ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
新
入

隊
者
13
人
を
激
励
。
ま
た
自
衛
隊
宮
崎

地
方
協
力
本
部
の
林
英
治
本
部
長
か
ら
は

「
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
習

う
よ
り
慣
れ
ろ
の
精
神
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
入
隊
者
代
表
の
小
柳
伊
吹
さ

ん
が
「
立
派
な
社
会
人
、
立
派
な
自
衛
官

と
な
る
こ
と
を
誓
い
、
日
々
努
力
し
て
い

き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

地
震
被
災
者
救
援
の
た
め

消
防
隊
員
が
被
災
地
へ

　

３
月
21
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

の
被
災
地
へ
宮
崎
県
か
ら
派
遣
さ
れ
た
緊

急
消
防
援
助
隊
員
が
帰
還
し
ま
し
た
。
串

間
市
か
ら
は
上か

み

鑪た
た
ら

明
彦
隊
長
、
松
山
尚

人
隊
員
、
鈴
木
友
也
隊
員
の
３
人
か
ら
な

る
救
急
隊
１
隊
と
高
規
格
救
急
車
１
台
が

参
加
。
18
、
19
日
の
２
日
間
、
け
が
人
な

ど
の
救
助
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。
上
鑪

隊
長
は
「
現
地
は
が
れ
き
に
埋
め
尽
く
さ

れ
、
何
も
見
分
け
が
つ
か
な
い
状
態
で
し

た
。
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
と
の
思
い

か
ら
、全
力
で
救
助
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

活
動
中
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
新
し
い
畜
産

に
つ
い
て
学
び
ま
す

　

３
月
17
日
、
海
外
派
遣
農
業
研
修
生
に

選
ば
れ
た
野
川
慶
介
さ
ん
が
研
修
に
先
立

ち
野
辺
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。
野
川
さ

ん
は
11
月
に
農
業
研
修
生
海
外
派
遣
事
業

研
修
生
の
試
験
に
合
格
。
３
月
24
日
、
３

人
の
研
修
生
と
共
に
ア
メ
リ
カ
へ
出
発
し

ま
し
た
。
約
13
カ
月
の
期
間
中
、
農
場
実

習
や
大
学
で
の
専
門
学
習
な
ど
を
通
じ
、

肉
牛
の
飼
育
方
法
や
経
営
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
野
川
さ
ん
は
「
農
業
大
学
校
で
の

先
生
か
ら
紹
介
を
受
け
興
味
を
持
ち
、
応

募
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
新
し
い
知
識

と
経
験
を
取
得
し
、
帰
国
後
、
少
し
で
も

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

循
環
型
経
営
へ
の
熱
意
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
22
年
度
「
中
小
企
業
組
織
活
動
懸

賞
レ
ポ
ー
ト
」
本
賞
を
、
寿
海
酒
造
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
国
府
光
朗
さ
ん

が
受
賞
し
３
月
７
日
、
寿
海
酒
蔵
に
て
賞

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ポ
ー
ト
で
は
焼
酎
生
産
で
生
じ
る
蒸

留
か
す
を
肉
牛
の
エ
サ
と
し
て
い
る
こ
と
、

牛
の
排
泄
物
か
ら
作
っ
た
堆
肥
で
育
て
た

赤
芋
を
焼
酎
の
原
料
に
す
る
エ
コ
循
環
型

経
営
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
府
さ
ん
は
「
問
題
が

あ
っ
て
も
、
前
向
き
に
や
れ
ば
で
き
る
と

い
う
信
念
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
完
全
な

エ
コ
循
環
型
経
営
の
構
築
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

釣
り
を
通
じ
て
、
新
し
い
串

間
の
魅
力
を
創
出
し
ま
す

　

３
月
６
日
、
福
島
新
港
に
て
、
新
！
海

物
語
く
し
ま
「
チ
ヌ
・
ア
ジ
釣
り
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
の
補

助
を
受
け
て
、串
間
青
年
会
議
所
が
主
催
。

大
会
に
は
市
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
チ
ヌ
・
ア
ジ
釣
り
の
競
技

会
の
ほ
か
、
チ
ヌ
釣
り
名
人
の
遠
矢
国
利

さ
ん
に
よ
る
釣
り
指
南
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
大
会
終
了
後
、
自
然
保
護
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

全
員
で
港
内
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
実

行
委
員
の
吉
田
和
洋
さ
ん
は
「
想
像
以
上

の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
開

催
し
た
い
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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◎春の都井岬散策

あ
そ
ぼ
う
。

　

　
　
　
　

�

くしまを
市 政 ニ ュ ー ス

①　②

③　④ ら
し
い
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

灯
台
か
ら
の
絶
景
を
堪
能

　

続
い
て
、
岬
の
先
端
に
立
つ
都
井

岬
灯
台
へ
移
動
（
入
場
料
＝
中
学
生

以
上
２
０
０
円
、小
学
生
以
下
無
料
）。

　
「
都
井
岬
灯
台
は
『
日
本
の
灯
台

50
選
』
に
選
ば
れ
て
い
て
、
九
州
で

唯
一
、
塔
内
を
見
学
で
き
る
灯
台
で

す
」
と
三
好
さ
ん
。
塔
内
の
階
段
を

上
り
外
に
出
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

視
界
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
青
い
大
海

グ
サ
に
は
毒
が
あ
る
た
め
、
馬
た
ち

が
食
べ
な
い
ん
で
す
」
と
の
こ
と
。

背
丈
は
低
く
白
い
産
毛
に
覆
わ
れ
て

い
る
た
め
目
に
付
き
に
く
い
の
で
す

が
、
こ
の
季
節
、
濃
い
紫
の
か
わ
い

　

４
月
の
都
井
岬
。
都
井
岬
に
す
む

御
崎
馬
た
ち
は
出
産
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、「
春
駒
」
と
呼
ば
れ
る
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
子
馬
た
ち
の
愛
ら
し
い

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
都
井
岬
観
光
案
内
所
の
ス

タ
ッ
フ
、
三
好
久
美
子
さ
ん
に
ガ
イ

ド
を
お
願
い
し
て
、
小
松
ケ
丘
と
都

井
岬
灯
台
を
散
策
し
て
み
ま
し
た
。

小
松
ケ
丘
で
御
崎
馬
の
生
態
観
察

　

駒
止
め
の
門
を
過
ぎ
て
す
ぐ
の
小

松
ケ
丘
。
道
路
横
の
小
松
ケ
丘
広
場

に
車
を
止
め
丘
に
登
る
と
、
二
つ
の

群
れ
が
。
そ
の
中
に
は
３
月
に
生
ま

れ
た
「
春
駒
」
と
、
子
馬
に
そ
っ
と

寄
り
添
う
母
馬
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
馬
は
15
歳
で
人
間
の
年

齢
に
す
る
と
60
歳
。
高
齢
出
産
で
す

が
子
育
て
は
ベ
テ
ラ
ン
で
す
よ
」
と

三
好
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
小
松
ケ
丘
は
な
だ
ら
か
で
草
も
多

い
た
め
、
約
６
割
の
馬
た
ち
が
こ
こ

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
丘
の
上
か
ら

の
眺
め
も
素
晴
ら
し
く
、
馬
の
生
態

を
観
察
す
る
に
も
景
色
を
眺
め
る
の

に
も
適
し
た
場
所
で
す
」
と
の
こ
と
。

　

ま
た
こ
こ
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
の

オ
キ
ナ
グ
サ
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
三
好
さ
ん
に
よ
る
と
「
オ
キ
ナ

原
。
ぐ
る
り
と
志
布
志
湾
や
日
南
海

岸
を
見
渡
せ
ま
す
。「
こ
の
景
色
は

『
す
ご
い
』
と
か
『
地
球
が
丸
い
の

が
分
か
る
』
と
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
ん
で
す
」
と
の
こ
と
。
確

か
に
、
何
度
で
も
見
た
く
な
る
大
迫

力
の
絶
景
で
す
。

　

ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、
今
回

は
こ
こ
ま
で
の
紹
介
と
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
春
の
都
井
岬
を
、
観

光
案
内
所
ス
タ
ッ
フ
の
ガ
イ
ド
で
楽

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

馬
の
名
前
募
集
中

　

都
井
岬
観
光
案
内
所
で
は「
雄
飛
」

と
「
天
馬
」
の
２
頭
に
よ
る
乗
馬
体

験
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
４
月
下
旬

か
ら
新
し
い
馬
が
仲
間
入
り
。
ま
だ

名
前
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
案

内
所
で
は
名
前
を
募
集
中
で
す
。
応

募
方
法
は
案
内
所
に
設
置
し
て
あ
る

名
前
募
集
箱
に
直
接
入
れ
て
い
た
だ

く
か
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ

ガ
キ
で
も
可
能
で
す
。
応
募
締
め
切

り
は
４
月
23
日
。
皆
さ
ん
か
ら
の
す

て
き
な
名
前
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�

都
井
岬
観
光
案
内
所
＝
営
業
時

間
は
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
。
ガ
イ
ド
は
午
前
10
時
〜
、
と

午
後
１
時
〜
、
毎
日
２
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
〒
８
８
８
︱
０

２
２
１
宮
崎
県
串
間
市
大
字
大

納
字
御
崎
42
︱
３
☎
76
︱
１
２

３
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
76
︱
１
２
２
０
、

m
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春の都井岬、春駒に会いに行こう。

①３月に生まれた春駒。　　②珍しいオキナグサも見ることができる。
③都井岬灯台から眺める大海原　④名前を募集中。４歳の雄。黒っぽい毛色、体はやや小さめです。

都井岬観光案内所スタッフの三好久美子さん。

愛
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う

■��

平
成
23
年
度
第
１
回
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

　

都
合
の
良
い
日
時
・
場
所
で
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
っ
て
い
る
方
に
は
、
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま

す
（
狂
犬
病
予
防
法
第
５
条
）。
狂

犬
病
は
抜
本
的
な
治
療
法
は
な
く
発

症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
ん
で
し

ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
そ
ん
な

病
気
か
ら
愛
犬
や
自
分
の
身
を
守
る

た
め
に
も
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

串
間
市
で
は
、
毎
年
春
と
秋
に
各

地
域
を
巡
回
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
都
合
の
良
い

日
時
、
場
所
で
必
ず
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
生
後
91
日
以
上
の

犬
は
、
生
涯
１
回
の
登
録
を
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
（
狂
犬
病
予
防
法
第

４
条
）。
登
録
は
市
役
所
市
民
生
活

課
環
境
保
全
係
窓
口
に
て
受
け
付
け

ま
す
。
集
合
注
射
の
際
に
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
集

合
注
射
後
の
予
防
注
射
は
、
各
動
物

病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●�

狂
犬
病
予
防
注
射
に
必
要
な
も
の

＝
登
録
し
て
い
る
方
は
、
ハ
ガ
キ

と
料
金
。
登
録
し
て
い
な
い
方
は

料
金
の
み
。
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

●
料
金
（
１
頭
）

・�

犬
の
登
録
＝
３
、
０
０
０
円
（
犬

の
生
涯
に
１
回
）

・�

狂
犬
病
予
防
注
射
＝
３
、
０
０
０

円
（
毎
年
１
回
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
環

境
保
全
係
☎
内
線
２
５
３

平成23年度狂犬病予防集合注射予定表
日
時

地
区 時　　間 場　　　所

４
月
25
日
（
月
）

本　

城

　9：20 〜　9：30 下代田公民館
　9：45 〜　9：55 遍保ヶ野公民館
10：05 〜 10：15 森田毅宅前
10：25 〜 10：40 中園公民館
10：50 〜 11：00 樋口公民館
11：10 〜 11：20 小田代公民館
11：30 〜 11：45 本城支所
13：30 〜 13：40 崎田集落センター
13：50 〜 14：00 永田公民館
14：15 〜 14：25 港公民館

４
月
26
日
（
火
）

福　

島

　9：10 〜　9：25 郡元公民館
　9：35 〜　9：55 天神公民館
10：05 〜 10：20 みやざき農業共済組合
10：30 〜 10：45 上町公民館

北
方

10：55 〜 11：05 東上池集落センター
11：15 〜 11：25 徳間集落センター

福　

島

13：20 〜 13：35 桂原研修センター
13：45 〜 13：55 穂佐ヶ原公民館
14：05 〜 14：15 霧島地区集落センター

４
月
27
日
（
水
）

北　

方

　9：15 〜　9：25 鯛取営農会館
　9：35 〜　9：45 倉掛公民館
　9：55 〜 10：05 秋山公民館
10：15 〜 10：25 小城久保公民館
10：35 〜 10：45 初田公民館
10：55 〜 11：05 田渕集落センター
11：15 〜 11：25 谷ノ口公民館
11：35 〜 11：45 農村環境改善センター
13：30 〜 13：40 古川地区集落センター
13：50 〜 14：00 羽ヶ瀬公民館
14：10 〜 14：20 前田公民館

４
月
28
日
（
木
）

大　

束

　9：20 〜　9：30 風野公民館
　9：50 〜　9：55 広野地区集落センタ一
10：05 〜 10：15 津曲商店前
10：25 〜 10：30 旧末広バス停前
10：40 〜 10：50 高則地区集落センタ一
11：00 〜 11：15 揚原地区集落センタ一
11：25 〜 11：35 井牟田研修センタ一

福
島 13：15 〜 13：30 塩屋原公民館

本　

城

14：00 〜 14：10 上千野集落センタ一
14：20 〜 14：25 中千野集落センタ一
14：30 〜 14：45 下千野集落センタ一

計 89ヶ所

※�犬の体調が悪い時や妊娠中の注射は避け、
後日必ず動物病院で接種するようにしま
しょう。

日
時

地
区 時　　間 場　　　所

４
月
18
日
（
月
）

大　

束

　9：15 〜　9：20 大重野集落センター
　9：30 〜　9：35 真萱公民館前
　9：45 〜　9：50 赤池地区集会所
10：00 〜 10：05 旧大矢取バス停
10：25 〜 10：35 三幸ヶ野集荷場前
10：45 〜 11：00 一氏公民館
11：15 〜 11：20 旧射馬地野バス停
11：35 〜 11：45 市ノ瀬自治公民館

福
島

13：30 〜 13：45 寺里　坂元石油店裏
13：55 〜 14：10 泉町市民駐車場
14：20 〜 14：35 市民体育館下駐車場

４
月
19
日
（
火
）

都　

井

　9：20 〜　9：30 黒井公民館
　9：40 〜　9：50 立宇津公民館
10：00 〜 10：15 都井支所
10：25 〜 10：35 東地区営農研修施設
10：45 〜 11：00 宮原公民館
11：20 〜 11：30 東漁協
11：45 〜 11：50 牧組合事務局前

４
月
20
日
（
水
）

大　

束

　9：35 〜　9：40 旧奈留バス停前
　9：50 〜 10：00 島田利明宅前
10：15 〜 10：25 西ノ園集落センタ一
10：35 〜 10：50 上園田公民館
11：00 〜 11：15 大束支所
11：30 〜 11：35 白坂公民館

福
島

13：30 〜 13：40 笠祇公民館
13：55 〜 14：00 奴久見　消防格納庫前
14：15 〜 14：25 鹿谷公民館

４
月
21
日
（
木
）

市　

木

　9：30 〜　9：40 郡司部公民館
　9：50 〜 10：00 子持田公民館
10：10 〜 10：20 海北公民館
10：30 〜 10：40 市木中央公民館
10：55 〜 11：00 内ノ畑地区集落センター
11：10 〜 11：20 石原公民館
11：45 〜 11：55 石波公民館
12：05 〜 12：15 藤公民館
13：50 〜 13：55 夫婦浦
14：05 〜 14：15 舳バス停前

都
井

14：35 〜 14：40 名谷公民館
14：50 〜 15：00 大納集落センター

４
月
22
日
（
金
）

福　

島

　9：15 〜　9：30 高松公民館
　9：45 〜 10：00 有明児童公園横
10：10 〜 10：25 塩町公民館
10：35 〜 10：55 今町公民館
11：10 〜 11：25 金谷公民館
11：35 〜 11：45 西商店前
13：20 〜 13：30 下田口公民館先（田口池入り口）
13：40 〜 13：55 西方地区集落センター
14：05 〜 14：20 木代公民館
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information

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  坂本不二子さん（☎72-4602）
■俳句  本田　幾男さん（☎72-5280）

うたごよみ

東
塩
町
：
越
中
谷　

祥　

子

本　

町
：
中　

野　

良　

子

寺　

里
：
甲　

斐　

勝　

子

寺　

里
：
谷　

村　

教　

俊

寺　

里
：
山　

崎　

百
合
子

啓
蟄
や
忙せ

わ

し
く
動
く
影
あ
ま
た

日
脚
伸
ぶ
尽
き
ぬ
よ
も
や
ま
立
話

日
の
本
に
生あ

れ
て
夜
桜
眺
め
を
り

白
桃
を
哀
れ
と
思
ふ
風
に
舞
い

啓
蟄
の
生
命
の
鼓
動
感
じ
を
り

春　

日
：
水　

元　

栄　

子

上　

町
：
又　

木　

順　

子

仲　

町
：
原　
　
　

里　

歌

仲　

町
：
藤　

原　

淑　

子

上
小
路
：
本　

田　

ハ
ズ
エ

[

短 

歌]

串
間
さ
ざ
な
み
歌
会
選

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

つ
む
じ
来
し
わ
れ
の
言
葉
が
消
え
て
ゆ
く
ド
ロ
ン
ド
ロ
ン
と
忍
者
の
ご
と
く

一
月
に
新
燃
岳
が
噴
火
し
て
火よ

な
山
灰
降
り
積
も
り
視
界
白
じ
ろ

見
上
げ
れ
ば
う
さ
ぎ
が
見
て
る
カ
レ
ン
ダ
ー
早
く
も
今
日
は
如
月
に
し
て

落
日
の
光
の
ず
ら
を
去
り
に
け
る
眼
下
に
黒
き
海
の
悲
し
さ

朝
の
雨
積
も
り
し
火よ

な
山
灰
を
流
し
た
り
目
に
あ
ざ
や
か
な
緑
の
小
松
菜

生
涯
学
習
だ
よ
り

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
仲
間
と
一
緒
に
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り
、

生
涯
学
習
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
前
期
公
民
館
講
座
、
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

◎前期公民館入門講座（5月開講）

前
期
公
民
館
講
座
募
集

●�

講
座
期
間
＝
５
月
〜
９
月

●�

申
込
期
限
＝
４
月
22
日（
先
着
順
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
中
央
公

民
館
☎
72
︱
１
８
４
６

公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル

参
加
者
募
集

●�

申
込
先
＝
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者

ま
た
は
中
央
公
民
館
（
☎
72
︱

１
８
４
６
）
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

学
級
・
学
園
生
募
集

さ
わ
や
か
学
園

●�

対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

方
●�

開
催
場
所
＝
福
島
地
区
（
中
央

公
民
館
）、
中
央
地
区
（
中
央
公

民
館
）、
北
方
地
区
（
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
）、大
束
地
区
（
大

束
公
民
館
）、
本
城
地
区
（
本
城

公
民
館
）、
市
木
地
区
（
市
木
公

民
館
）、
都
井
地
区
（
都
井
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
）

●�

開
催
＝
２
カ
月
に
１
回
、
年
間

６
回
の
開
催
お
よ
び
移
動
研
修

●�

講
座
内
容
＝
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
健

康
料
理
な
ど

こ
と
ぶ
き
学
園

●�

対
象
＝
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の

方
●
定
員
＝
30
人
程
度

●�

開
催
＝
毎
月
２
回
程
度
（
主
に

第
１
・
３
金
曜
日
の
午
前
中
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
い
き
い
き
係

☎
内
線
３
７
９

講座名 日　　程 場　所 講　師 定員 回数 ひとことメモ

竹かご作り 5月9,10,13,16,17,
　  20,23,24,30,31日 午後１時〜４時 中央公民館 吉田美代治 10 10 日常生活に使える竹かご作り、手先を使って健康づくり。

パソコン教室 毎週月曜日
（5月〜7月） 午後２時〜４時 中央公民館 木島昌洋 15 10 初心者で自分のパソコンを持ってこられる方、高齢者の方、楽しく学

んでみませんか？

絵手紙 ※ 第２・４月曜日 午前10時〜正午 中央公民館 長岡リユ 10 10 誰にでも簡単にできる絵手紙始めてみませんか？

実用習字 ※ 第１・３日曜日
（5月〜9月） 午後３時〜５時 中央公民館 緒方和子 15 10 誰でもチャレンジできる筆ペン、自分だけの作品を楽しく作りません

か？

韓国語 第１・３木曜日 午前10時〜正午 中央公民館 西山在鏡 20 10 簡単なあいさつから楽しく学んでみませんか？

水彩画 第１・３火曜日 午後1時半〜3時半 中央公民館 渡会理美子 15 10 貴方の部屋を画廊にしませんか？

和服のリフォーム 第２・４水曜日 午前10時〜正午 中央公民館 加藤芳子 10 10 眠ってる物を活用しませんか？

アクセサリー教室 ※ 第１・３金曜日
（5月〜9月） 午後２時〜４時 中央公民館 前迫弘奈 10 10 素敵なアクセサリー作りを楽しみませんか？

柔力球＋α 第１・３水曜日 午後０時半〜２時 中央公民館 生涯学習
専門指導員 15 10 柔力球は中国生まれのニュースポーツです。ラケットとボールを使い

気軽に体を動かすことができる有酸素運動です。

アロマ教室 ※ 第２木曜日 午後２時〜３時半 中央公民館 新井照代 15 5 精油で作るクラフト（化粧水・石けんなど…）。楽しみです。

ヘルシ−クッキング ※ 第２・４火曜日
（5月〜8月） 午後６時半〜８時半 中央公民館 中原裕紀子 20 10 今日のおかず何にしよう？　悩んでいませんか。一緒に楽しくヘル

シ−メニュ−を増やしましょう。

神楽面打ち ※ 第１・３月曜日 午後１時〜４時 中央公民館 松崎愛吉 15 8 木の香りに癒されながら、仲間と一緒に面打ちを楽しみませんか？
女性も頑張ってます。

若さを保つ貯筋体操 第１・３月曜日
（5月〜7月） 午前10時〜11時半 大束公民館 島田佳枝 20 5 老後の備えは、貯金と貯筋が不可欠です。貯金のお手伝いはできま

せんが、貯筋はＯＫおまかせください。

骨盤体操
５月10日〜火曜日
（5月〜6月）

午後１時半〜３時
大束公民館

児玉良子
20 5 骨盤体操は、性別や年齢に関係なく簡単に行うことで姿勢の改善、

腰痛や肩こりといった身近な体の問題を解決する手助けとなりま
す。６月14日〜火曜日

（6月〜7月） 本城公民館 20 5

地産地消料理 ※

第１金曜日
（5月〜9月）

午前10時〜午後１時

大束公民館

中原裕紀子

15 5

串間で育った旬の材料を使って料理を楽しみましょう。

第２金曜日
（5月〜9月） 本城公民館 15 5

第３金曜日
（5月〜9月）

都井基幹
集落センター 15 5

第４金曜日
（5月〜9月） 市木公民館 15 5

布ぞうり ※ 第２・４木曜日 午後１時半〜３時半 中央公民館 鈴木ミル子 10 10 タンスで眠っている衣類を使って、お孫さんや子ども向けのカラフル
な布ぞうりを作ってみませんか？

陶芸 ※ 第１・３土曜日 午後１時〜３時半 中央公民館 古澤幸弘 15 10 だれでもできるかんたん陶芸教室。

切り絵 ※ 第１・３水曜日 午後１時半〜４時 中央公民館 生涯学習
専門指導員 10 10 白と黒のコントラストが素晴らしく、素敵な作品ができますよ。

	

サークル名 日　　程  代   表   者 講  師 ひとことメモ

デコアートクラフト( 装飾粘土工芸 ) 第1・3月曜日 午前９時〜正午 木代美繪子　 ７２−１７４９
橋本　雅子　 ７２−３２４２ 木代美繪子 粘土と布を使って可愛い人形や花をつくります。新し

い仲間を待ってます。

囲碁愛好会 毎週火・土曜日 午後１時〜５時 山下　　隆 　７２−４７６２ 頭を使って老化防止、一緒に楽しみませんか。

えんぴつ教室（和晃） 月３回(木曜日) 午後３時半〜５時半 鈴木美和子 　７２−１２７０ 鈴木美和子 文字は基礎が大事！　文字の成立ちを教えながら分か
りやすく指導します。

押し花 第３金曜日 午前10時〜午後４時 西村眞里子　 ７２−２２２３
武田由美子　 ７２−５０７１ 榎木　珠美 身近にある草花を押し花にして、自分のすてきなイン

テリアつくりの仲間になりませんか。

季節の料理 第２金曜日 午前10時〜正午 矢通　幸子 　７２−０３９８ 水頭　典子 材料は、そばにある物を使って楽しくつくります。
一回のぞきに来ませんか。

串間短歌会 第４土曜日 午後１時〜４時 野辺　俊子 　７２−３３００ 短歌に興味のある方、初心者大歓迎です。
新年度から参加してみませんか？

パッチワーク 第１・３木曜日 午前10時〜正午 北原　徳子　 ７２−３９６２ 針もお口も動かしながら、楽しくできる良さ！
初心者から経験者まで、一緒に楽しく作りましょう。

ヨガ教室 毎週火曜日 午後７時半〜９時半 木島　公恵　 ７２−３６８５ 渡辺　朱実 やさしいヨガ「美(身体)も心も」リフレッシュ！

◎公民館自主サークル

受講料は無料ですが、※の講座は材料代が必要となります。
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Ｃ型慢性肝炎の最新の治療

なるほど!医療講座
著：串間市民病院 院長

黒木  和男

月
か
ら
Ｃ
型
肝
炎
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
０

０
４
年
か
ら
は
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

＋
リ
バ
ビ
リ
ン
投
与
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
１
週

間
に
３
回
投
与
す
る
の
に
対
し
て
ペ
グ
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
は
週
１
回
で
済
み
ま
す
。

副
作
用
も
軽
く
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０

８
年
４
月
か
ら
公
的
助
成
が
始
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
大
勢
の
患
者
さ
ん
に
投
与
し
て

い
ま
す
。
２
型
高
ウ
イ
ル
ス
量
の
人
に
は

24
週
間
投
与
で
90
％
に
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
１
型
の
高
ウ
イ
ル
ス
量
の
人
に
は
72

週
間
投
与
し
て
も
約
50
％
し
か
効
果
が
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
く
に
中
高
年
の
女
性

に
は
効
果
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性

の
方
は
若
い
う
ち
か
ら
治
療
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
療
法
の
効
果
を
治

療
前
に
何
と
か
し
て
確
か
め
よ
う
と
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
調
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
側
の
要
因
と
し
て
Ｈ
Ｃ
Ｖ
遺
伝
子

の
Ｎ
Ｓ
５
Ａ
領
域
内
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
変
異

が
多
け
れ
ば
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
コ
ア
蛋
白
70
番
、
91
番
ア
ミ
ノ
酸
変

異
が
あ
る
と
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
宿
主
側
（
ヒ
ト
）
の
要

因
と
し
て
、
19
番
染
色
体
上
の
Ｉ
Ｌ
２
８

Ｂ
遺
伝
子
多
型
が
治
療
効
果
に
影
響
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
メ
ジ
ャ
ー

ホ
モ
接
合
体
（
Ｔ
Ｔ
）
で
あ
れ
ば
約
80
％

に
効
果
が
期
待
で
き
、ヘ
テ
ロ
接
合
体（
Ｔ

Ｇ
）あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ー
ホ
モ
接
合
体（
Ｇ

Ｇ
）
で
あ
れ
は
約
20
％
し
か
効
果
が
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
効
き
に
く
い
人

に
は
す
ぐ
に
は
治
療
せ
ず
、
次
に
述
べ
る

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
投
与
を
考
え
れ
ば

い
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤

　

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
と
い
う
内
服
薬

が
新
し
い
治
療
薬
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
型
高
ウ
イ
ル
ス
量
の
Ｃ
型
慢
性

肝
炎
に
対
し
て
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

＋
リ
バ
ビ
リ
ン
＋
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
療
法
24

週
間
で
約
20
％
著
効
率
が
上
昇
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
テ
ラ
プ
レ
ビ

ル
と
い
う
薬
剤
が
本
年
中
に
は
発
売
さ
れ

る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
難
治
性
と
い
わ

れ
て
き
た
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
も
制
圧
で
き
る

日
が
近
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
希
望
を
持
っ

て
治
療
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

実践力のある生徒を育てます

　小学生が中学校に親しむ機会と
なる交流授業を設けたいという
思いから平成 22年度に始まった
オークランドデイ。名前の由来は
椎の木台という中学校の地名か
ら、椎を英訳したオークを使いま
した。この交流授業は月２回行わ
れ、小学生は小中学校両方の先生
から授業を受けます。専門の先生
が授業に加わることで、よりきめ
細やかな授業をすることができる
のです。給食と清掃は小中学生が
一緒に過ごし交流を深める、一番
楽しみな時間です。オークランド
デイ第一期生の子どもたちは４月
からいよいよ中学生になります。

実践力の育成、地域との交流、小中学校の連携を柱に教育に取り組んでいます。

中学校に親しむ

オークランドデイ

学校へ行こう
■ 北方中学校

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
北
方
中
学

校
（
中な

か

邑む
ら

順じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

校
長
）。
全
校
生

徒
49
人
、
職
員
16
人
の
中
学
校
で
す
。

　

北
方
中
学
校
で
は
生
徒
の
自
主
的

な
活
動
が
盛
ん
で
す
。
生
徒
た
ち
は

毎
朝
、
校
門
前
の
道
路
で
の
清
掃
と

あ
い
さ
つ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
生
徒
会
を
中
心
に
、
役

割
の
分
担
や
順
番
の
決
定
な
ど
を
生

徒
た
ち
が
自
ら
考
え
て
実
践
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
３
つ
の
新
た

な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
一
つ
は
表

現
力
の
育
成
を
目
標
と
し
た
１
分
間

ス
ピ
ー
チ
で
す
。
こ
の
１
分
間
ス

ピ
ー
チ
は
、
前
日
ま
で
に
原
稿
を
作

り
先
生
が
校
正
す
る
と
い
う
、
先
生

と
生
徒
が
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
も

の
。
校
正
を
重
ね
る
こ
と
で
、
文
章

作
成
能
力
を
高
め
、
聞
き
手
に
伝
わ

る
表
現
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
福

寮
で
の
交
流
会
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、

生
徒
た
ち
の
清
掃
活
動
な
ど
の
交
流

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
と

の
交
流
を
よ
り
大
切
に
し
よ
う
と
い

う
思
い
か
ら
、
全
校
生
徒
に
よ
る
交

流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
年
ご
と

に
出
し
物
を
披
露
し
た
ほ
か
、
入
所

者
の
方
々
と
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

で
は
学
校
や
地
域
の
話
題
で
盛
り
上

が
り
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
交
流
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

３
つ
目
の
活
動
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

デ
イ
で
す
。
昨
年
の
９
月
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、
北
方
小
学
校

と
秋
山
小
学
校
の
２
校
の
５
、
６
年

生
を
招
き
、
中
学
校
で
授
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

中
邑
校
長
は
「
生
徒
た
ち
は
み
ん

な
、
素
直
で
明
る
く
、
す
ば
ら
し
い

表
情
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
良
い
点

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
自
ら
問
題
を

解
決
し
て
い
く
、
実
践
力
の
あ
る
人

間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

学年を越えて協力し合う生徒たちです。

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
の
最
新
の
治
療

　

現
在
、
世
界
人
口
の
約
３
％
、
約
１
億

３
０
０
０
万
人
が
Ｈ
Ｃ
Ｖ
（
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
）
に
感
染
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
約
２
０
０
万
人
の
Ｈ
Ｃ

Ｖ
感
染
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
２

０
０
８
年
よ
り
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
（
Ｂ
型

慢
性
肝
炎
、
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
）
の
治
療
を

受
け
る
人
に
対
し
て
公
的
助
成
が
始
ま
り

ま
し
た
。
収
入
に
よ
っ
て
助
成
額
が
異
な

り
ま
す
が
、
１
カ
月
の
負
担
が
ほ
と
ん
ど

の
人
で
１
万
円
、
一
部
の
人
で
は
２
万
円

で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
串
間
市
民

病
院
に
も
串
間
市
内
だ
け
で
は
な
く
、
日

南
市
や
志
布
志
市
か
ら
も
大
勢
の
患
者
さ

ん
が
来
ら
れ
て
治
療
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
最
近
来
ら
れ
た
患
者
さ
ん
も
、
以

前
か
ら
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
と
わ
か
っ
て
い
る

の
に
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
う
い
っ
た
方
が
ま
だ
ま
だ
お
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
今
回
は
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
治

療
に
対
す
る
最
新
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
遺
伝
子
型

（
ジ
ェ
ノ
タ
イ
プ
）
に
よ
っ
て
１
型
、
２

型
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
１
型
が
約
70
％
、

２
型 

が
30
％
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
種
類

と
ウ
イ
ル
ス
量
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
の
治
療
効
果
に
差
が
出
ま
す
。
１
型

で
ウ
イ
ル
ス
量
の
多
い
も
の
は
治
療
効
果

が
悪
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
型
慢
性

肝
炎
の
治
療
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が

主
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
２

ペグインターフェロン＋リバビリンの
治療効果に影響をおよぼす要因

ウイルス側の要因
NS5A領域内の ISDR の変異 変異が多ければききやすい
コア蛋白 70番、90番アミノ酸
変異 変異があればききにくい

宿主側の要因
IL28 Ｂ遺伝子多型
メジャーホモ接合体（ＴＴ） ききやすい
ヘテロ接合体（ＴＧ） ききにくい
マイナーホモ接合体（ＧＧ） ききにくい
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4
月
の
テ
ー
マ
展
示

春は陽気に誘われて旅行に出かけたくな
る季節。ちょっと行ってみたくなる観光
地のガイド本から、ドキドキワクワクの
秘境への探検記まで。さまざまな「旅行」
の本を集めて特集します。

旅
行
特
集

図書館に行こう
[

今
月
の
新
刊]

無
花
果
の
実
の
な
る
こ
ろ
に

（
西
条
奈
加
）
弦
と
響
（
小

池
昌
代
）
煙
が
目
に
し
み
る
（
石
川

渓
月
）
カ
サ
サ
ギ
た
ち
の
四
季
（
道

尾
秀
介
）
ぼ
く
か
ら
遠
く
離
れ
て

（
辻
仁
成
）
恋
し
ぐ
れ
（
葉
室
麟
）

い
と
ま
申
し
て
（
北
村
薫
）
神
戸
25

メ
ー
ト
ル
の
絶
望
（
西
村
京
太
郎
）

ピ
エ
タ
（
大
島
真
寿
美
）
思
い
出
を

な
く
し
た
男
（
鏑
木
蓮
）
ま
こ
と
の

人
々
（
大
森
兄
弟
）
カ
ル
テ
ッ
ト
４

解
放
者
（
大
沢
有
昌
）
時
こ
そ
今
は

（
太
田
治
子
）
ダ
ー
ク
ゾ
ー
ン
（
貴

志
祐
介
）
く
る
す
の
残
光
（
仁
木
英

之
）
放
課
後
は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
と
も

に
（
東
川
篤
哉
）
蛇
と
月
と
蛙
（
田
口

ラ
ン
デ
ィ
）
ポ
リ
テ
ィ
コ
ン
（
桐
野
夏

生
）
末
裔
（
糸
山
秋
子
）
自
転
車
冒

険
記
（
竹
内
真
）
迎
撃
せ
よ
（
福
田
和

代
）
血
に
非
ず
（
佐
伯
泰
英
）
淡
雪

記
（
馳
星
周
）
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
の
星

（
米
田
夕
歌
里
）
う
か
ら
は
ら
か
ら

（
阿
川
佐
和
子
）
子
子
家
庭
の
身
代

金
（
赤
川
次
郎
）
刑
事
さ
ん
、
さ
よ
う

な
ら
（
樋
口
有
介
）
花
桃
実
桃
（
中

島
京
子
）
波
紋
（
堂
場
瞬
一
）
「
ま

た
、
必
ず
会
お
う
」
と
誰
も
が
言
っ

た
。（
喜
多
川
泰
）
天
女
湯
お
れ
ん
春

色
恋
ぐ
る
い
（
諸
田
玲
子
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書 

館
☎
72
︱
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

交流員レポート 第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

There is nothing you can do 
about ○○ .
○○はどうしようもない。

Example：There is nothing you 
can do about natural disasters.
例：�天災はどうしようもない。

This month's expression   

大
変
な
１
カ
月
で
し
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
の
大
地
震
。
地
元
で
の
地

震
だ
け
あ
っ
て
安
否
確
認
な
ど
で
大

変
で
し
た
。
家
族
、
親
戚
や
友
だ
ち
が

皆
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
非
常
に
運
が

良
か
っ
た
で
す
。
実
家
も
少
し
壊
れ

ま
し
た
が
、
直
る
程
度
な
の
で
良
か
っ

た
で
す
。
と
は
言
え
自
分
が
住
ん
だ

町
、
歩
い
た
道
、
食
事
を
し
た
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
、
町
が
あ
ん
な
風
に
な
っ
て

い
る
の
を
見
る
の
は
心
が
痛
い
で
す
。

こ
れ
を
機
に
も
っ
と
い
い
町
に
再
建

さ
れ
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
ニ
ュ
ー

ス
も
少
し
落
ち
着
い
た
と
思
っ
た
ら

東
北
地
方
で
の
大
地
震
。
今
度
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
友
だ
ち
や
家

族
が
自
分
の
無
事
を
確
認
し
よ
う
と

電
話
が
鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
う
や
ら
宮
崎
が
日
本
の
ど
こ
に
あ

る
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
し
く
、

や
た
ら
と
慌
て
て
い
ま
し
た
。
大
丈

夫
と
知
ら
せ
た
後
、
テ
レ
ビ
で
見
る

と
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
に
言
葉
を
失

い
ま
し
た
。
町
一
つ
が
無
く
な
る
な
ん

て
本
当
に
映
画
を
観
て
い
る
よ
う
で

現
実
感
に
欠
け
て
い
ま
し
た
。

　

地
震
の
２
日
後
、宮
崎
市
内
で
行
っ

た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ナ
イ
ト
で
集
め
た
義
援
金
を

急
き
ょ
、
日
本
の
地
震
と
半
半
に
分

け
る
事
に
し
、
一
晩
で
20
万
円
以
上

の
義
援
金
を
集
め
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
額
は
少
な
い
で
す
が
、
何
か
の

足
し
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

天
災
は
地
球
上
に
生
き
る
す
べ
て

の
生
命
が
逃
れ
る
事
の
で
き
な
い
出

来
事
で
す
。
本
当
に
恐
ろ
し
い
も
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
日
本
、
自
分
に
と
っ
て
両

方
母
国
な
よ
う
な
も
の
な
の
で
、
両

国
が
こ
ん
な
短
期
間
に
被
災
す
る
の

は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
地
震
で
家
族
、
友
だ
ち
を

失
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
方
、
日

本
の
方
、
世
界
中
の
方
に
心
か
ら
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

地震で壊れた実家のリビング。

し
ま
史
談
会
報
　
No
・
23

串間史談会が埋もれた郷土史に光を当て
た研究成果を発表。江戸時代に串間が高
鍋藩の流刑地だったことに関する考察や
昭和38年に同市が財政再建団体の準用を
受け財政を立て直した歴史など、幅広い
内容を収録。

串間史談会／発行

く
ラ
の
が
く
げ
い
か
い

スティーブン・ダミコ／絵

もうすぐ楽しい学芸会。「わたしはバレ
エをおどるわ」「ぼくは手品！」と、み
んなおおはりきり。でもゾウのエラは、
みんなの前で発表するのが、ちょっと苦
手で…。いっしょうけんめいなエラのこ
ころあたたまるお話。

エ

◎
年
　
金
　Pension

国
民
年
金
保
険
料
額
が

改
正
さ
れ
ま
す
！

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
80
円
引
き
下
げ

ら
れ
月
額
１
５
、
０
２
０
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

20
歳
に
な
っ
た
も
の
の
、
所
得
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
や
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
な
ど
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
高
校
・
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
の
学
生
で
20
歳
以
上
の
申
請

者
本
人
の
収
入
が
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。
学

生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
受
付
は
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
で
す
。
申
請
に
は
「
在
学
証

明
書
」
か
「
学
生
証
」
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は
、
申
請
者
本

人
が
30
歳
未
満
で
、
本
人
と
配
偶
者
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

一
般
免
除
申
請
受
付
は
７
月
か
ら
翌
年
６

月
ま
で
で
す
。

　

失
業
な
ど
を
理
由
に
免
除
申
請
さ
れ
る
方

は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
22
年
度
に
失

業
な
ど
を
理
由
に
免
除
承
認
さ
れ
て
お
り
23

年
７
月
か
ら
も
免
除
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
再
度
免
除
申
請
が
必
要
で
す
。

免
除
申
請
は
、
市
町
村
の
年
金
窓
口
も
し
く

は
、
都
城
年
金
事
務
所
窓
口
で
手
続
き
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
免
除
承
認
は
前
年
の
所
得
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
ま
す
。
未
申
告
の
方
は
免
除
申

請
さ
れ
て
も
免
除
承
認
却
下
と
な
り
ま
す
の

で
、
市
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
の
制

度
で
す
。
あ
な
た
が
納
付
す
る
保
険
料
が
、

高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
あ
な
た
や
家
族
の
年
金
権
を
守
る
た

め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し

ょ
う
。　

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
生
活
保
障

で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
思
わ

ぬ
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎
年
金
が
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
納
め
忘
れ
が
あ

り
ま
す
と
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
る
「
納
付
書
」
で
、
金
融
機
関
･
郵
便
局

･�

ま
た
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
☎

内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金
事
務

所
☎
０
９
８
６
︱
23
︱
２
５
７
１

◎
市
　
税
　Tax

市
税
の
減
免
措
置
の
お
知
ら
せ

　

次
に
該
当
す
る
方
は
市
税
が
減
免
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
減
免
を
受
け
る
に
は
、
納
期
限
７
日
前

ま
で
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●�

市
民
税
＝
①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

②
所
得
が
皆
無
と
な
っ
た
た
め
生
活
が
著

し
く
困
難
と
な
っ
た
方
③
学
生
お
よ
び
生

徒
。

●�

固
定
資
産
税
＝
①
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
②
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
固
定
資

産
（
有
料
で
使
用
す
る
も
の
を
除
く
）
③

そ
の
他
特
別
の
事
由
の
あ
る
方

●�

軽
自
動
車
税
＝
①
公
益
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
の
原
動
機
付
自
転
車
③
身
体
や
精
神
に

障
が
い
を
有
し
、
歩
行
が
困
難
な
方
が
使

用
す
る
軽
自
動
車
④
そ
の
ほ
か
構
造
が
身

体
障
が
い
者
利
用
の
た
め
の
も
の
で
あ
る

軽
自
動
車
⑤
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
Ｂ
１
・

Ｂ
２
判
定
の
方
で
、
特
別
支
援
学
校
の
通

学
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
（
軽
自
動
車

税
の
月
割
り
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
）

市
税
の
災
害
減
免
・
減
額
措
置

　

市
民
税
、
固
定
資
産
税
は
災
害
に
よ
る
被

害
の
程
度
に
よ
り
納
期
未
到
来
分
の
税
の
減

免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
災
害

を
受
け
て
か
ら
30
日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

し
た
既
存
住
宅
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
翌

年
度
分
税
額
の
３
分
の
１
（
１
０
０
㎡
分
）

を
限
度
と
す
る
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。
対

象
は
「
65
歳
以
上
の
方
」「
要
介
護
・
要
支

援
認
定
者
」「
障
が
い
者
」
が
使
用
す
る
住

宅
で
自
己
負
担
改
修
費
30
万
円
以
上
が
対
象

で
事
業
内
容
を
示
す
書
類
、
写
真
を
添
付
し
、

申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
で
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
改

修
工
事
（
30
万
円
以
上
）
を
施
行
し
た
場
合

２
分
の
１
（
１
２
０
㎡
分
）
の
減
額
措
置
が

あ
り
ま
す
。
適
合
基
準
の
証
明
書
な
ど
を
添

付
し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減
額
措
置
、
認

定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る
減
額
措
置
が
あ

り
ま
す
。
検
査
機
関
な
ど
の
認
定
書
や
証
明

書
な
ど
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
税
賦
課
係
☎

内
線
２
１
２
・
２
１
３

平
成
23
年
度
固
定
資
産
土
地
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
第
４
１
６
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
23
年
度
固
定
資
産
土
地
・
家
屋

価
格
の
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

●�

縦
覧
期
間
＝
４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
31

日
（
火
）

※
土
、
日
、
祝
日
な
ど
閉
庁
日
を
除
く

●
縦
覧
時
間
＝
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

●�

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
税
務
課

※�

各
支
所
管
内
者
は
支
所
で
も
可
。
縦
覧
で

き
る
方
は
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

納
税
者
お
よ
び
委
任
を
受
け
た
代
理
人
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
税
賦
課
係
☎

内
線
２
１
２
・
２
１
３

地
震
×
２
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学校（後期課程）または専修学校
（高等課程）に在学する者＝４人程
度／月額１万５千円

◎出願の資格
①�本市に引き続き２年以上在住する者、

もしくはその世帯に属する者
②�高等学校またはこれと同等以上の学

校に在学する学徒で、向学心に富み、
意志堅固、成績優秀、品行方正、身
心共に健康である

③学資の支弁が困難と認められる
◎�貸与期間＝貸与決定のときから奨学

生が在学する学校の正規の修業期間
を修了するときまで

◎提出書類
　次の書類を教育委員会事務局まで提
出してください。必要書類は教育委員
会事務局にあります。
①奨学生願書（様式第１号）
②奨学生推薦調書（様式第２号）
③�在学証明書（在学する学校長が発行

したもの）
④住民票謄本（同一世帯全員のもの）
⑤所得証明書（同一世帯全員のもの）
◎�募集期間（当日消印有効）＝４月１

日（金）〜５月31日（火）
◎採用決定の時期＝７月下旬
◎�奨学金の返還方法＝卒業したときか

ら奨学金の貸与を受けた期間の２倍
に相当する期間内で返還。

◎�提出・問い合わせ先＝教育委員会事
務局教育総務係〒８８８−８５５５串
間市大字西方５５５０番地☎内線３７
５・３７６

◎�募集人員＝短大生・大学生・大学院
生14人

◎貸付額＝月額３０,０００円
◎�貸与期間＝平成23年４月から最短就

業年限の終期まで
◎出願の資格
・�平成23年度短期大学・大学および

大学院に入学した方
・�本市に本籍を置き在住しているか、

もしくは引き続き２年以上在住して
いる方のお子さんであること

・�学業成績・人物ともに優秀で、かつ
健康であって、経済的理由により修
学が困難と認められること

◎出願の手続き
　次の書類を教育委員会事務局まで提
出してください。
・奨学生願書
・奨学生推薦調書
・在学証明書
・所得証明（同一世帯全員のもの）
・世帯全員の住民票の写し
◎�願書受付期間（当日消印有効）＝４

月１日（金）〜28日（木）
◎�願書受付場所＝教育委員会事務局教

育総務係
◎�採用決定の時期＝採用が決定した場

合は７月下旬までに「奨学生採用通知
書」を交付します。

◎�奨学金の返還方法＝貸与期間経過後
（卒業あるいは退学など）、直ちに貸
与期間の２倍の期間以内に返還して
いただきます。

◎�願書交付場所＝教育委員会事務局教
育総務係（４月１日より交付）

◎�問い合わせ先＝教育委員会事務局教
育総務係☎内線３７５・３７６

【危険物取扱者】
◎願書受付
・前期＝４月８日（金）〜21日（木）
・後期＝９月13日（火）〜29日（木）
◎試験日
・前期＝６月19日（日）
・後期＝11月20日（日）
◎�試験会場＝延岡工業高校、日向工業

高校、宮崎工業高校、小林秀峰高校、
都城農業高校、日南工業・日南振徳
高校

【消防設備士】
◎�願書受付＝６月21日（火）〜30日（木）
◎試験日＝８月７日（日）
◎試験会場＝宮崎大学
※�試験会場などについては変更する場

合があります。
◎�問い合わせ先＝串間市消防本部予防

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

係☎72−０２９７、または㈶消防試験
研究センター宮崎県支部☎０９８５‐
22‐０２３９

　人事院と国税庁では、国税専門官採
用試験の受験者を募集しています。
◎受験資格
①�昭和57年４月２日から平成２年４月１

日までに生まれた方（学歴不問）
②�平成２年４月２日以降に生まれた方

で、大学を卒業された方および平成
24 年３月までに大学を卒業する見込
みの方

◎試験の程度＝大学卒業程度
◎�申込受付期間＝４月１日（金）〜14日

（木）
◎申込方法
　人事院九州事務局、熊本国税局また
は最寄りの税務署に申込用紙を請求し、
次の要領で申し込んでください。
・�郵送の場合＝４月14日（木）の通

信日付印有効（できる限り簡易書留
をご利用ください）

・�申込先へ持参する場合＝受付時間は
午前９時から午後５時まで（土・日
曜日は除く）

◎第１次試験＝６月12日（日）
◎�申込先＝全国の各国税局および国税

事務所
※�第１次試験地により申込先が異なり

ます。詳細は問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝人事院九州事務局☎

０９２−４３１−７７３３、熊本国
税局人事第二課試験研修係☎０９６
−３５４−６１７１、日南税務署☎
０９８７−22−３６７１

　口蹄疫対策に役立ててほしいと大阪
府の八野英雄さまより串間市に義援金
をご寄付いただきました。ご善意、あ
りがとうございました。

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

たは家畜保健衛生所に連絡しましょう。
伝染病から家畜の命を守るのはあなた
自身です。口蹄疫の教訓を生かし、日
本一安全・安心な畜産を目指しましょう。
◎�問い合わせ先＝農林水産課畜産係☎

内線４２２

　農林水産課では、平成 23 年４月１日
より、家畜伝染病（口蹄疫・鳥インフ
ルエンザなど）発生時に迅速な対応を
行うため、家畜頭数・埋却地などの再
確認を行い、より詳細な情報収集を行
います。また災害時などにおける迅速
な対応を行うため、農業用施設（ため池・
頭首工など）の利用状況などの再調査
を行います。
　職員がお伺いいたしますのでご協力
をお願いいたします。
◎�問い合わせ先＝農地整備係☎内線４

５３、畜産係☎内線４２２

◎�日程＝平成23年５月20日（金）、８月
19日（金）、11月18日（金）、平成24
年２月17日（金）

◎�時間＝午前９時半〜正午、午後１時〜
４時

◎�会場＝宮崎県庁７号館７４３、７４４号
室

◎�審査当日持参するもの＝当該銃砲刀
剣類、宮崎県収入証紙（新規登録は
６,３００円、再登録は３,５００円）、発
見届出済書（新規登録時）、委任状
（代理人の場合）、銃砲の製造・渡来
年証明資料

◎�問い合わせ先＝宮崎県教育庁文化財
課☎０９８５−26−７２５１

◎募集人員および貸与金額（区分＝人
員／貸付金額で記載）
・�大学、短期大学、大学校、専修学校

（専門課程）または大学院に在学す
る者＝３人程度／月額２万５千円

・�高等学校、高等専門学校、中等教育

　市木診療所は、濱本先生の退職によ
り診療業務を下記のとおり休診します。
常勤医による診療業務開始は、５月16
日（月）午後１時からとなります。休診
期間中は、市民病院医師による代診を
行います。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解を
賜りますようよろしくお願いします。
◎休診期間＝５月15日（日）まで
◎�代診日時＝４月６日（水）、13日（水）、
20日（水）、27日（水）、５月11日
（水）のいずれも午後２時〜午後５時

◎�問い合わせ先＝市木診療所☎77−０
３４９、福祉保健課健康増進係☎72
−０３３３（内線５０６）

◎�対象者＝生後３カ月〜７歳６カ月未満
（生後３カ月〜１歳６カ月の対象者に
は個別通知します）

◎料金＝無料
◎�持参物＝母子健康手帳・予診票
◎日程および医療機関　
・�５月10日（火）＝とめのファミリー

クリニック・中島医院・のだ小児科
医院

・�５月12日（木）＝島田外科医院・谷
村内科医院・本城診療所

・�５月17日（火）＝英医院・市木診療
所

◎接種時間＝午後１時半〜２時半
◎�その他＝対象年齢で個別通知のな

かった方、または転入などで接種の済
んでない方は、上記医療機関で都合
のよい日に接種を受けてください。

◎�問い合わせ先＝福祉保健課子育て
支援係☎72−０３３３（内線５０３）

水道料金窓口の受託業者が決定しまし
た
・�業務名称＝串間市水道料金等徴収業

務委託
・受託業者＝串間市管工事協同組合
・�委託内容＝検針、水道の使用開始ま

たは使用中止、水道料金などの徴収
業務など

・�委託期間＝平成23年４月１日から
平成26年３月31日まで

４月１日から水道料金窓口の営業時間
が延長されます
・�営業時間＝平日の午前８時半〜午後

６時、および毎月第２・第４土曜日
の午前８時半〜正午（ただし、祝日
および12月29日から１月３日まで
は除く）

◎�問い合わせ先＝水道料金窓口☎72−
４５５１

　昨年４月 20 日、県内で口蹄疫が発
生し約 29 万頭が殺処分されるなど、甚
大な被害を及ぼしました。今後 2 度と
口蹄疫などを発生させないため、毎月
20 日を「県内一斉消毒の日」としました。
毎月 20 日は畜舎などの消毒を徹底しま
しょう。
◎消毒方法
・農場出入口に消石灰を散布する。
・�畜舎入口に設置してある踏み込み消

毒槽の消毒液を必ず入れ替える。
・�畜舎（特に空舎）内の噴霧消毒をす

る。
・畜舎や周辺の清掃や除草を行う。
　日ごろから飼養衛生管理基準を守り、
異常家畜を発見したらすぐに獣医師ま

市木診療所
『休診』のお知らせ

水道料金などに関する
お知らせ

㈶南那珂育英会の
奨学生を募集します

平成 23 年度春期
ポリオ生ワクチン（経口）
投与日程

毎月20日は
「県内一斉消毒の日」です

農家の皆さまへ

平成23年度銃砲刀剣類
登録審査会

串間市奨学資金奨学生
追加募集

平成 23 年度
危険物取扱者試験・
消防設備士試験の案内

国税専門官採用試験
受験者募集

口蹄疫義援金
ありがとうございました
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
郵便くしまにあ
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◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、医療講座に関する質問、
串間市への思い、あなたの身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

➡点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）
おたより待ってます

串
間
へ
の
帰
省

●
福
岡
の
マ
ッ
コ
さ
ん

　

ず
い
ぶ
ん
暖
か
く
な
り
、
こ
の
気

候
に
誘
わ
れ
て
の
帰
省
と
な
り
ま

し
た
。
串
間
は
自
然
が
豊
富
で
す

ね
。
夕
日
が
見
事
に
き
れ
い
で
思
わ

ず
「
う
わ
あ
!!
」
と
声
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

食
べ
物
が
お
い
し
く
、
野
菜
も
魚

も
新
鮮
で
、
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て

体
重
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

温
泉
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
お
弁
当
を
持
っ
て
い
っ
た
ら
満

席
で
し
た
が
、
わ
た
し
た
ち
に
席
を

譲
っ
て
く
だ
さ
り
「
ど
う
ぞ
!! 

ど

う
ぞ
!!
」
と
。
お
菓
子
ま
で
い
た
だ

き
、
ま
あ
！ 

何
と
温
か
い
人
た
ち

で
し
ょ
う
。

　

車
で
の
移
動
中
に
も
ニ
シ
ム
タ
前

で
右
折
し
よ
う
と
し
て
い
た
わ
た
し

の
前
方
の
対
向
車
が
「
ど
う
ぞ
!!
」

と
わ
ざ
わ
ざ
青
信
号
に
も
か
か
わ
ら

ず
合
図
し
て
止
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
す
。
ま
た
ま
た
、
温
か
い
人
に

会
い
ま
し
た
。
都
会
で
は
、
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
１
日
を
満

足
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
へ
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
。
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
岡
の
マ
ッ
コ
さ
ん
お
便
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

串
間
の
美
し
い
自
然
と
お
い
し
い

食
べ
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
う

れ
し
い
で
す
。
わ
た
し
も
つ
い
つ
い

食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ふ
と
し
た
こ
と
で
人
の
温
か
さ
に

触
れ
る
と
と
て
も
感
動
し
ま
す
ね
。

市
外
か
ら
串
間
に
来
ら
れ
た
方
に
話

を
聞
く
と
、
串
間
の
人
は
温
か
い
人

た
ち
ば
か
り
で
す
ね
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

串
間
に
は
他
に
も
野
生
馬
の
い
る

都
井
岬
や
サ
ル
の
住
む
幸
島
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
観
光
地
が
あ
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ま
た
お
越
し
く
だ
さ
い
ね
。

人
権
擁
護
活
動
で

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま
へ

●
日
高
正
子
さ
ん

こ
の
た
び
人
権
擁
護
委
員
退
任
に
あ

た
り
、
感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
広
報

く
し
ま
、
宮
崎
日
日
新
聞
に
掲
載
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

か
ら
お
疲
れ
さ
ま
の
言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
た
か
と
反
省
し
て
お
り

ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
６
年
間
で

し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
何
も
分
か
ら

ず
に
、
勉
強
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、

先
輩
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
ど
う
に
か
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
市
民
の
方
々
に
人
権

擁
護
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
も
ら
い

大
い
に
役
立
て
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
お
仕
事
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　

日
高
さ
ん
に
は
わ
た
し
も
何
度
も

人
権
擁
護
活
動
の
お
仕
事
で
お
世
話

に
な
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
ま
だ
人
権
擁
護
活
動
に
関
す

る
仕
事
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

日
高
さ
ん
や
他
の
人
権
擁
護
委
員
の

方
々
に
と
て
も
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
６
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
た
何
度
も
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。

孫
の
成
人
式
に
参
加
し
て

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

な
ん
で
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
の
だ

ろ
う
、
の
歌
の
文
句
に
も
あ
る
よ
う

に
孫
は
か
わ
い
い
。
そ
の
孫
た
ち
の

成
人
式
が
１
月
８
日
、
文
化
会
館
で

あ
り
見
に
行
っ
た
。

　

新
成
人
は
華
や
か
な
着
物
。
髪
に

大
き
な
造
花
を
差
し
て
、
光
り
物
の

飾
り
を
付
け
、
若
さ
、
美
し
さ
を
発

散
し
見
と
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

式
で
は
、
野
辺
市
長
さ
ん
が
「
こ

れ
か
ら
自
ら
の
判
断
と
責
任
で
行
動

し
、
独
り
立
ち
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
若
者
ら
し
く
、
目
標
に
向
け

失
敗
を
恐
れ
ず
に
突
き
進
ん
で
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
贈
ら
れ
た
。

　

わ
た
し
は
子
ど
も
３
人
と
孫
４
人

を
成
人
さ
せ
た
が
、
そ
の
た
び
に
成

人
式
に
出
席
し
て
き
た
。
今
回
は
双

子
の
成
人
式
で
、
意
義
が
少
々
強

か
っ
た
。
双
子
は
女
子
と
男
子
で
あ

る
が
、
生
ま
れ
る
と
き
女
子
の
方
が

早
く
生
ま
れ
た
。
こ
れ
の
た
め
か
姉

さ
ん
気
取
り
が
強
い
。
だ
れ
が
一
番

好
き
か
の
問
い
に「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」

と
強
調
す
る
。
八
十
路
の
爺
は
か
わ

い
さ
が
増
し
て
い
る
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
社
会
人
と
し

て
の
意
欲
を
新
た
に
、
未
来
に
向
け

て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
。

　

お
孫
さ
ん
の
成
人
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
孫
さ
ん
は
や
っ
ぱ
り

か
わ
い
い
も
の
で
す
ね
。
慕
っ
て
く

れ
る
お
孫
さ
ん
の
成
人
は
き
っ
と
喜

び
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

わ
た
し
も
成
人
式
の
取
材
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
成
人
の
方
は
ど
な

た
も
笑
顔
が
輝
い
て
い
た
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社

会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
輝
く
笑
顔

を
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

再
び
来
た
く
な
る
都
井
岬
に

な
る
た
め
の
提
案
で
す

●
水
上
準
一
郎
さ
ん

　

福
岡
よ
り
ぶ
ら
っ
と
串
間
に
車
を

走
ら
せ
て
や
っ
て
来
ま
し
た
。
始
め

に
都
井
岬
に
行
き
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
景
色
と
自
然
に
感
動
し
た
の
で

す
が
・
・
・
。
ま
た
来
た
い
な
あ
と

思
う
気
持
ち
が
わ
い
て
こ
な
い
と
い

う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
し
た
ね
。

　

な
ぜ
？ 

と
言
わ
れ
て
も
答
え
に

困
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
わ
た
し

な
り
に
答
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

元
来
、
観
光
地
と
い
わ
れ
る
と
こ

ろ
は
、
毎
年
、
訪
ね
る
方
々
が
増
加

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
し
、

帰
る
と
き
に
ま
た
来
た
い
な
あ
と
思

わ
せ
る
何
か
が
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
の
で
す
。
都
井
岬
に
は
楽
し
い

雰
囲
気
が
足
り
な
い
し
、
観
光
地
と

し
て
の
営
業
に
携
わ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
が
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

と
に
か
く
リ
ピ
ー
ト
の
お
客
を
増
や

す
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。
ま
じ

め
に
、
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

　

そ
れ
に
は
や
は
り
県
外
に
お
ら
れ

た
、
そ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
方
を
探
す
こ
と
で
す
ね
!!

 

な
に
も
お
金
を
出
し
て
専
門
家
を

呼
ぶ
必
要
も
な
い
し
ネ
!!

　

一
番
良
い
方
法
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
組
。

例
え
ば
ヨ
コ
の
会
を
発
足
さ
せ
た

方
々
と
か
、
串
間
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
を
発
足
し
て
成
功
し
て
い

る
方
と
か
、
そ
ん
な
方
々
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
そ
れ
は

と
て
も
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
ネ
。

　

わ
た
し
の
親
友
の
一
人
（
串
間
在

で
し
ょ
う
ね
。

　

こ
の
福
島
橋
（
父
の
一
年
忌
な
の

で
す
）。
思
い
出
の
地
で
三
姉
妹
が

記
念
写
真
を
撮
っ
た
の
で
、
今
年
も

自
然
美
を
歩
い
て
３
人
で
語
り
ま
す
。

今
か
ら
心
が
う
き
う
き
し
ま
す
。
亡

き
父
と
母
は
、
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に

綿
帽
子
を
ふ
わ
ふ
わ
さ
せ
て
飛
ん
で

き
て
き
っ
と
わ
た
し
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
然
美
発
見
を
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

春
に
な
り
、
福
島
川
の
景
色
も
お

手
紙
の
中
の
情
景
へ
と
変
わ
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
４

月
に
は
、
川
に
沿
っ
て
植
え
ら
れ
た

桜
が
一
斉
に
咲
き
、
す
ば
ら
し
い
景

色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
。
わ
た

し
も
今
年
は
桜
を
見
な
が
ら
、
昔
の

出
来
事
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

住
）
も
な
か
な
か
す
ば
ら
し
い
ア
イ

デ
ア
の
持
ち
主
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

広
報
く
し
ま
で
紹
介
し
た
い
の
で
す

が
・
・
・
。
い
か
が
で
す
か
？

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
実
際
に
観
光
さ
れ
た
方
の

感
想
は
都
井
岬
の
観
光
発
展
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
今
後

も
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
ご
指
摘
に
あ
っ
た
再
び
来

た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、「
岬
の
駅
観
光
案
内
所
」

が
で
き
、
御
崎
馬
な
ど
都
井
岬
の
生

き
も
の
の
生
態
や
御
崎
神
社
や
都
井

岬
灯
台
な
ど
を
紹
介
し
て
く
れ
る
観

光
ガ
イ
ド
や
乗
馬
体
験
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
も
観
光

客
の
方
々
に
都
井
岬
を
満
喫
し
て
も

ら
え
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ガ
イ
ド
を
体
験
し
て
ご
感

想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
と
父
母
の
思
い
出

●
松
本
カ
オ
リ
さ
ん

　

ふ
る
さ
と
を
思
い
、
さ
ら
に
手
紙

の
独
り
言
。
書
い
て
み
る
と
昔
の
父

と
母
の
ふ
る
さ
と
が
伝
わ
る
今
日
こ

の
ご
ろ
で
す
。

　

今
町
か
ら
流
れ
る
福
島
川
の
橋
に

鳥
が
飛
び
交
う
。
枯
れ
木
の
密
集
し

た
、
落
ち
葉
が
広
が
る
二
月
の
冷
た

い
地
面
に
同
化
し
羽
を
休
め
る
小
鳥
。

対
岸
の
木
々
の
桜
も
膨
ら
む
準
備
中

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか

しましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明

るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな

住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ

どもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成23年３月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,270人（前月比 −36）
男 9,284人 女 10,986人
世帯数 8,759世帯

市民
憲章
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平
成
21
年
３
月
30
日
、
宮
崎
県
警
察
を
辞
職
し
、
警
察

本
部
に
自
分
の
装
備
品
で
あ
る
給
貸
与
品
（
警
察
手

帳
、
手
錠
、
警
棒
な
ど
）
を
預
け
、
同
年
４
月
１
日
付
け
で

串
間
市
役
所
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

警
察
官
を
辞
職
し
た
時「
こ
れ
か
ら
は
警
察
官
で
は
な
い
。

２
年
間
は
市
役
所
職
員
と
し
て
の
仕
事
を
全
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
自
分
に
は
、行
政
の
仕
事
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」

と
、一
抹
の
不
安
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月
１
日
の
朝
、

日
南
海
岸
の
青
い
海
を
眺
め
な
が
ら
串
間
市
役
所
に
向
か
い

ま
し
た
。
前
任
地
が
延
岡
警
察
署
で
あ
っ
た
た
め
、
実
家
の

あ
る
串
間
市
に
は
こ
こ
数
年
帰
省
し
て
お
ら
ず
、
新
天
地
に

向
か
う
道
の
り
は
非
常
に
長
く
、
と
て
も
新
鮮
で
あ
っ
た
こ

と
を
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

串
間
で
の
２
年
間
は
上
司
や
同
僚
な
ど
に
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
ま
た
、
自
分
で
も
模
索
し
な
が
ら
業
務
に
当
た
っ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、「
本
当
に
自
分
の
仕
事
は
市
民
目
線
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

赴
任
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
と
の
違

い
か
ら
市
民
と
衝
突
し
た
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。
あ
る

時
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
警
察
官
と
し
て
の
態
度
で
市
民
と
接
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
市
民
は
わ
た
し
に
対
し
て
「
お

前
は
市
役
所
の
職
員
と
し
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が

ら
仕
事
を
す
れ
ば
い
い
ん
だ
。
公
僕
は
、
公
僕
ら
し
く
仕
事

を
す
れ
ば
い
い
ん
だ
！
」
と
罵
声
を
浴
び
せ
ま
し
た
。
わ
た

し
は
、
こ
の
市
民
か
ら
の
指
摘
で
自
分
の
間
違
っ
た
態
度
に

気
付
き
、わ
れ
に
返
っ
た
の
で
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に「
今

の
わ
た
し
に
は
警
察
官
の
よ
う
な
強
制
力
は
な
い
。
こ
れ
か

ら
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
配
意
し
た
仕
事
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
思
い
、
一
つ
ひ
と
つ
の
苦
情
や
要
望
な
ど
に
対

し
て
市
民
目
線
と
し
て
の
対
応
に
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

楽
し
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
高
校

卒
業
後
、疎
遠
に
な
っ
て
い
た
旧
友
た
ち
と
の
再
会
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
と
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
わ
た

し
か
ら
も
市
の
行
政
運
営
な
ど
相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
、
非

常
に
助
か
り
ま
し
た
。
多
く
の
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
ま
た
夜

遅
く
ま
で
飲
ん
だ
こ
と
が
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
串
間
市
役
所
で
勤
務
さ
せ
て
頂
い
た
一
番
の
利
点

は
、
故
郷
で
母
と
一
緒
に
生
活
で
き
、
親
孝
行
で
き
た
こ
と

で
す
。
高
校
卒
業
後
警
察
官
と
な
り
、
北
は
延
岡
、
南
は
日

南
と
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
休
み
も
バ
ラ

バ
ラ
で
、連
続
し
た
休
暇
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

あ
ま
り
帰
省
も
で
き
ず
、
こ
こ
最
近
、
母
と
面
と
向
か
っ
て

話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
は
以
前
に
も
増

し
て
口
う
る
さ
く
な
っ
て
お
り
、
親
が
子
を
か
わ
い
が
る
の

は
当
然
の
こ
と
と
思
っ
て
は
い
て
も
、
口
げ
ん
か
を
す
る
こ

と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
母
に
、
な
か
な
か
正
面

切
っ
て
言
え
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
「
あ
り
が
と
う
」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
掛
け
た
い
で
す
。

　

こ
の
原
稿
が
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
る
こ
ろ
、
わ
た
し
は
、

警
察
官
と
し
て
奮
闘
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
勤
務
中

あ
る
い
は
私
用
で
わ
た
し
の
姿
を
見
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

串
間
市
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
串
間
市
役
所
の

職
員
の
皆
さ
ん
２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
か
わ
し
ん
ご
（
41
歳
）
／
昭
和
44
年
生
。
串
間
市
本
城
出

身
。
昭
和
63
年
３
月
宮
崎
県
巡
査
拝
命
。
警
察
の
業
務
と
し
て
は
、

地
域
、
警
備
、
捜
査
部
門
な
ど
を
経
験
。
前
任
は
、
延
岡
警
察

署
に
お
い
て
主
に
地
域
（
自
動
車
警
ら
係
）
を
担
当
。
そ
の
後
、

平
成
21
年
４
月
に
串
間
市
役
所
に
派
遣
さ
れ
現
在
に
至
る
。
信

条
は
「
石
の
上
に
も
３
年
」
〜
何
事
も
根
気
よ
く
や
れ
ば
必
ず

実
現
す
る
。

Profile

随
想
◎
古
川 

慎
吾▲第２高畑山から見た串間市街地。２年間この地に勤務した。

POST CARD

5558888
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

P R E S E N T S

串間市役所総合政策課
情報政策係　行

串間温泉いこいの里
〒888-0008 串間市大字本城987　TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

（No.884/2011.4）

読者
プレゼント

◎抽選で 10 名様にプレゼント致します。

串間温泉いこいの里  お食事券　

お便りをくださった方から抽選
で、「釜めし」と「豆乳鍋」セッ
トのお食事券を10名様にプレゼ
ント。
応募締切は4月28日（木）当日消印有効
です。

�風呂の日が月２回になりました
　好評いただいております「風呂の日」が第１日曜と第３日

曜になりました。

今月は３日(日)と17日(日)

◎空くじなしの抽選会

◎レストランお一人様100円引

◎ポイント２倍

お昼のランチ（毎日替わります）
〜 おかげさまで大好評！〜
◎お昼の日替わりランチ６５０円(平日のみ)

◎さらにお昼のお弁当はじめました！

　300円（プチ弁当）から500円、600円（みそ汁付）もご準備。

※数がまとまれば配達します。

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

串
間
市
役
所
で
勤
務
し
て

連日の災害報道を見ながら犠牲になった
方々のご冥福を祈りつつ、“自然の力

の恐ろしさ” をつくづく感じる。やはり人は
自然の中に “生かされている” のかもしれな
い。人の認識の範囲をもはるかに超える力
の“優しさ”と上手に付き合って行きたい（ト）

F R O M  E D I T O R ' S

東北地方太平洋沖地震は甚大な被害をも
たらした。悲しみや不安の中で必死に頑

張っている被災地の皆さんに、ただ「頑張れ」
と言うのはとても心苦しい。それでもほかに
言葉が見つからないので言わせてください。
「被災地の皆さん負けるな！　頑張れ！」（カ）

ま るで地面がめくりあがっているかのよ
うだ。東北を襲った地震。偶然、市役

所のロビーで見た津波の映像は今でも目に焼
き付いています。今回の震災は想像を超える
被害をもたらしましたが、復興を信じて、少
しでも協力していきたいと思っています（ナ）

温泉バス運行中
　市内３コースを定期的に運行しています。日程・乗降場所

は指定されていますので、利用される際には予約をお願いし

ます。

※詳しくはいこいの里まで

　お問い合わせください。

休館日のお知らせ
◎４月の休館日＝４月20日(水)

　５月のゴールデンウィークには温泉市を開催予定。いこい

の里で１日のんびりしてみませんか？

　詳しくは来月のこのページで案内します。
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串間市唯一の硬式野球チーム「宮崎くしまボーイズ」。有明
小学校で野球の臨時コーチをしていた税田博人さんが、教
え子が中学生になっても野球を教えてあげたいという思いか
ら、６年前にチームを結成しました。現在、13 人（串間市７
人、都城市５人、出水市１人）のメンバーが週４日、練習に
励んでいます。３月には西日本選抜優勝大会に初出場するな
ど実力を発揮しています。税田監督は「実力のある選手がた
くさんいる。全国優勝を目指したい」と話していました。

今月のワンショットスマイル

宮崎くしまボーイズの皆さん


